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（1）本マニュアルの内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを禁じます。
（2）本マニュアルの内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがありますので、予め
     ご了承ください。
（3）本マニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きのことが
     ありましたら、お手数ですが当社支店または営業所までご連絡ください。
その際、巻末記載のマニュアルNo.も併せてお知らせください。
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 はじめに 
 
このたびは、位置制御ユニット用サポートツール CX-Positionをお買い上げいただきま
して、ありがとうございます。 
CX-Position は、CX-One がサポートする OS 上で動作し、位置制御ユニット 形
CS1W-NC□□3、形 CJ1W-NC□□3（以降、本書では NCユニットと表記します）で
使用する各種データの作成と NCユニットの動作状態をモニタするソフトウェアです。 
 
本書は、CX-Positionの仕様、操作方法について詳しく説明した解説書です。機能、操
作方法などについて十分にご理解いただき、CX-Positionを正しくご使用ください。 
なお、ご使用の際は、NC ユニット本体のユーザーズマニュアル（SBCE-311／
SBCE-315）を併せてご覧ください。 

対象となる読者の方々 

本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で 
・FA機器の導入を担当される方 
・FAシステムを設計される方 
・FA現場を管理される方 

お願い 

本マニュアルは、CX-Positionを使用する上で、必要な情報を記載しています。お使い
になる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。また、お読みになっ
た後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いください。 

 ご承諾事項 

● 保証内容 
(1) 保証期間 
本ソフトウェアの保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後１年といた
します。ただし｢カタログ等｣に別途記載がある場合を除きます。 

 
(2) 保証範囲 

• 本ソフトウェアの使用許諾を受けたお客様が、上記保証期間中にコンピュー
タ・プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）を発見し、当社に返
却した場合は、当社は瑕疵（当該マニュアルとの重要な不一致）のないコン
ピュータ・プログラムを記録した媒体と交換いたします。 
（もしくは、当社の選択により、当社ホームページより瑕疵（当該マニュア
ルとの重要な不一致）のないコンピュータ・プログラムをダウンロードして
いただく方法により提供いたします。） 
また、当社の責任によるコンピュータ・プログラムの記録媒体の不良を発見
し、当社に返却した場合、当社は、無償で、良品の媒体に記録したコンピュ
ータ・プログラムと交換いたします。 
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• 万一、当社がコンピュータ・プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一
致）を除去できないと判断した場合は、お客様が本ソフトウェア購入代金と
して支払った金額をお返しいたします。 

 
● 責任の制限 
・ 前条に定める交換または購入代金の返金は、本ソフトウェアの保証責任のすべて
を定めるものであり、当社は本ソフトウェアの瑕疵により発生した、お客様の直
接的、間接的あるいは波及効果による損害等いかなる損害に対しても一切の責任
を負いません。 

・ 当社は、本ソフトウェアを当社以外の第三者が変更、改造することにより生じた
瑕疵や、本ソフトウェアのインストールその他の使用によって当社商品、インス
トールされたソフトウェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプ
ログラム、ネットワーク、データベースが DDoS 攻撃（分散型 DoS 攻撃）、コ
ンピュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、不正アクセスを受けたこ
とにより生じた損害につきましては、一切責任を負いません。 

・ 当社は、本ソフトウェアに基づき、当社以外の第三者が開発したソフトウェアお
よびそれにより生じた結果について一切の責任を負いません。 

 
● 本ソフトウェアの用途 
本ソフトウェアを本マニュアルに記載の用途以外の用途で使用しないでください。 

 
● 仕様の変更 
本ソフトウェアの仕様および付属品は改善またはその他の事由により、必要に応じ
て、変更される場合があります。 

 
● 適用範囲 
以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。日本国外での
取引および使用に関しては、当社営業担当者までご相談ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



4 

 安全上のご注意 

安全に使用していただくための表示と意味について 

本マニュアルでは、CX-Positionを安全に使用していただくために、注意事項を次のよ
うな表示と図記号で示しています。 
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってくだ
さい。 
表示と意味は次のとおりです。 
 

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、�
軽傷・中程度の傷害を負ったり、万一の場合には�
重傷や死亡に至る恐れがあります。また、同様に�
重大な物的損害をもたらす恐れがあります。�

警告�

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、�
時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あるいは�
物的損害を受ける恐れがあります。�

注意�
 

 
安全上の要点 
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 
 
使用上の注意 
製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回
避すべきことを示します。 
 
お願い  

本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。 

図記号の説明 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中の文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「感電注意」を表します。 

 
記号は、禁止を意味しています。 

具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
左図の場合は、「分解禁止」を表します。 

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中の文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 
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警告 
 

通電中は、分解しないでください。 

感電の恐れがあります。 

 

通電中は、端子に触れないでください。 

感電の恐れがあります。 

注意 
 

NCユニットへパラメータやデータを転送した後は、必ずフラッ 
シュメモリへのバックアップを行ってください。 
行わない場合は、次の電源投入時に転送前の状態に戻ってしまい、 
機械が誤動作する可能性があります。 

 

他ノードへパラメータやデータを転送するときは、変更先ノード 
の安全を確認してから行ってください。 
けがをする恐れがあります。 

 

ツールから運転操作をするときは、軸番号をよく確認してから 
行ってください。 
 

 

メモリ運転中およびモータが動作している状態では、データの保存 
（フラッシュメモリへの書き込み）を実行しないでください。 
想定しない動作をする恐れがあります。 
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 安全上の要点 
 
CX-Positionを使用する際には、次のことに気を付けてください。 
 
・NCユニットへパラメータやデータを転送するときは、号機 No.をよく確認してから
転送してください。 

・設定したパラメータやデータは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してくだ
さい。 

・パラメータ内の次の設定を変更したときは、NCユニットに転送し、フラッシュメモ
リ書込みを実行後、必ずユニットの電源を入れ直すか、高機能 I/Oユニットとしての
リスタートをしてください。そのままでは、設定は変更されません。 
・出力パルス選択 
・限界入力信号種別 
・原点近傍入力信号種別 
・原点入力信号種別 
・即停止入力機能 
・原点未確定指定 
・動作モード選択 
・原点サーチ動作 
・原点検出方法 
・原点サーチ方向 

・フラッシュメモリ書き込み中は、ユニットの電源を OFFにしないでください。最悪
の場合は、フラッシュメモリが故障する原因となります。 

・次の操作は、設備に影響がないことを確認した上で行ってください。 
・PLCの動作モード切替え（電源投入時の動作モード設定を含む） 
・現在値や設定値の変更 
・接点の強制セット／リセット 

・CX-Positionをインストール／アンインストールしている最中に、パソコンの電源を
OFFにしないでください。最悪の場合、パソコンのデータが壊れる原因となります。 
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 使用上の注意 
 
・本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。 
 
・次のような環境には設置しないでください。 
・日光が直接当る場所 
・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所 
・温度の変化が急激で結露するような場所 
・腐蝕性ガス、可燃性ガスのある場所 
・ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所 
・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所 
・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 
 

・次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。 
・静電気などによるノイズが発生する場所 
・強い電界や磁界が生じる場所 
・放射能を被曝する恐れのある場所 
・電源線が近くを通る場所 
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 参照マニュアル 
 
CX-Positionをご使用の際は、各 NCユニットのユーザーズマニュアルを参照してくだ
さい。 

使用する NCユニットの形式 参照マニュアル 

形CS1W-NC113/133/213/233/413/433 位置制御ユニット 形 CS1W-NC113/133/213/233/413/433

ユーザーズマニュアル（SBCE-311） 

形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433 位置制御ユニット 形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433

ユーザーズマニュアル（SBCE-315） 

 
CX-Positionを FA統合ツールパッケージCX-Oneからインストールする場合の手順に
ついては、FA統合ツールパッケージ CX-Oneに同梱されている、以下の「CX-One セ
ットアップマニュアル」（No.SBCA-346）を参照してください。 

Man No. 形式 マニュアル名称 内容 

SBCA-346 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-One セットアッ
プマニュアル 

FA統合ツールパッケージCX-One

の概要、CX-Oneのインストール
方法を記載しています。 
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 マニュアル改訂履歴 
 
マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙の左下に記載されている Man.No.の後尾に付
記されます。 
 
 

 Man. No. SBCE-324L 

 
 
 
 

改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ 

－ 2003年 12月 初版（ CX-Position Ver.1.0 のマニュアル No.：
SBCE-316） 
通信ドライバを FinsGatewayから CX-Serverへ仕様変
更 

B 2005年 2月 Ver. 2.1 へのバージョンアップ（FA 統合ツールパッケ
ージ CX-Oneへの統合）、説明追加、誤り修正による改
訂 

C 2005年 11月 Ver.2.2へのバージョンアップ（位置制御ユニット ユニ
ット Ver.2.3 で追加された機能に対応）、誤り修正によ
る改訂 

D 2006年 7月 Ver.2.3へのバージョンアップ（位置制御ユニット ユニ
ット Ver.2.3で追加された機能に対応） 

E 2007年 6月 Ver.2.4へのバージョンアップ（Windows Vistaに対応）

F 2008年 6月 Ver.2.5へのバージョンアップ（CJ2 CPUに対応） 

G 2009年 12月 Ver.2.51へのバージョンアップ（Windows 7に対応） 

H 2010年 10月 動作環境の変更に伴う改訂 

J 2015年 4月 Ver.2.52へのバージョンアップに伴う改訂 

K 2016年 4月 Windows10対応、CX-Oneの形式変更に伴う改訂 

L 2018年 12月 ご承諾事項の更新に伴う改訂 

 

改訂記号 
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 バージョンアップのご案内 

■Ver.2.51から Ver.2.52への機能強化 

●CX-Position の転送、照合機能の強化 
従来（Ver.2.51） 今回（Ver.2.52） 

以下の単位でのデータのダウンロード／ 
アップロード／照合ができます。 
・指定した位置制御ユニットごと 

以下の単位でのデータのダウンロード／アップロー
ド／照合ができます。 
・指定した位置制御ユニットごと 
・指定した PLC上の、すべての位置制御ユニットに
対して一括 

■Ver.2.5から Ver.2.51への機能強化 

●新 OS 対応 
従来（Ver.2.5） 今回（Ver.2.51） 

Windows2000/XP/Vistaに対応しています。 Windows2000/XP/Vista/7に対応しています。 
※このバージョンアップは、CX-One Ver.3.2から CX-One Ver.4.03へのバージョンアップに伴う対応です。 

■Ver.2.4から Ver.2.5への機能強化 

●新 CPU 対応 
従来（Ver.2.4） 今回（Ver.2.5） 

CS/CJシリーズ PLC(CJ2 CPU除く)、CPシ
リーズ PLC、NSJシリーズ、FQM1シリーズ
に接続した位置制御ユニットに対応してい
ます。 

CJ2 CPUを含む CS/CJシリーズ PLC、CPシリー
ズ PLC、NSJシリーズ、FQM1シリーズに接続した
位置制御ユニットに対応しています。 

■Ver.2.3から Ver.2.4への機能強化 

●新 OS 対応 
従来（Ver.2.3） 今回（Ver.2.4） 

Windows98/Me/NT4.0/2000/XPに対応して
います。 

Windows98/Me/NT4.0/2000/XP/Vistaに対応してい
ます。 

■Ver.2.2から Ver.2.3への機能強化 

●位置制御ユニット ユニット Ver.2.3 で追加された機能に対応 
従来（Ver.2.2） 今回（Ver.2.3） 

以下の運転機能が実行できます。 
・JOG 

以下の運転機能が実行できます。 
・JOG 
・原点サーチ 
・直接運転 

■Ver.2.1から Ver.2.2への機能強化 

●位置制御ユニット ユニット Ver.2.3 で追加された機能に対応 
従来（Ver.2.1） 今回（Ver.2.2） 

JOG動作は実行できません。 JOG動作を実行できます。 

偏差カウンタリセット出力信号を ON/OFF
できません。 

偏差カウンタリセット出力信号を ON/OFFできま
す。 
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■Ver.2.0から Ver.2.1への機能強化 

● FA 統合ツールパッケージ CX-One からのインストールが可能に 
従来（Ver.2.0） 今回（Ver.2.1） 

CX-Positionは、単体でのインストールのみ。 FA統合ツールパッケージ CX-Oneから CX-Position
を 1つの機能としてインストール可能となりまし
た。 

● CX-Position の起動方法 
従来（Ver.2.0） 今回（Ver.2.1） 

スタートメニューからの起動のみ。 CX-Oneへの統合に伴い、CX-Oneからインストー
ルしたCX-Programmerの I/Oテーブルウィンドウか
ら、以下の位置制御ユニットを右クリックして、［専
用ツール起動］を選択することで起動可能。 
・CS1W-NC□□3 
・CJ1W-NC□□3 
注：［設定を引き継いで起動］を選択した場合、プロジ

ェクトの新規作成および PLC追加、NCユニット
追加まで自動実行されます。 

■Ver.1.□から Ver.2.0への機能強化 
CX-Positionを Ver.1.□から Ver.2□に、バージョンアップしました。 
バージョンアップの内容は、以下のとおりです。 

項目 従来（Ver.1.□） 今回（Ver.2.□） 

形式 形WS02-NCTC1-J 形WS02-NCTC1-JV2 

使用通信ドライバ FinsGateway CX-Server 

OS Windows95/98/2000、NT4.0 Windows95/98/2000/Me/XP、NT4.0 
注： 上記通信ドライバの変更により、CX-Position Ver.1.0で作成したプロジェクトファイルを CX-Position 

Ver.2.0で開くとき、再度 PLCの設定（［PLC機種変更］ダイアログボックスでの設定）が必要となり
ます。また、CX-Position Ver.2.0で保存した場合は、CX-Position Ver.1.0では読み出すことはできま
せんので、ご注意ください。 
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 NCユニットの「ユニットバージョン」について 

■ユニットバージョンとは 

CS/CJ シリーズ NC ユニット（位置制御ユニット）では、バージョンアップ等による
ユニットの搭載機能の差異を管理するため、「ユニットバージョン」という考え方を導
入しています。 

1）製品での表記 
CS/CJ シリーズ NC ユニットは、ユニットバージョンによる管理の対象製品として、
製品の銘板上に以下のように「ユニットバージョン」が記載されています。 
 

例） 
CSシリーズ位置制御ユニット

製品の銘板�

ユニットバージョン
Ver.2.3を示します。

CS1W-NC113

NC UNIT

Lot No. 031001    0000   Ver.2.3

OMRON Corporation MADE IN JAPAN

1

24

1

24

RUN
ERC

SENS
X

ERH
DATA

NC113 CS

MACH
No.

X101

98765432
1 0

X100

98765432
1 0

 
 

NCユニットの場合、ユニットバージョン表記は、2.0からスタートしています。 

2）サポートソフトによる確認方法 
CX-Programmer Ver.4.0以降では、［ユニット生産情報］にて、ユニットバージョン
を確認することができます。 

1 I/Oテーブルウィンドウで、NCユニットを右クリックして、［ユニット生産情報］
を選択します。 

2 以下の［ユニット生産情報］ダイアログボックスが表示されます。 

ユニットバージョンが表示されます。
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例）［ユニット生産情報］ダイアログボックスに 
 ユニット Ver.：2.3と表示されます。 

オンライン接続している NCユニットのユニットバージョンを確認してください。 

3）ユニットバージョンラベルによる識別 
ユニットバージョンラベルが製品に添付されています。 
ユニット前面から、過去の NC ユニットと区別をしたい場合、ユニット前面に貼って
ご使用ください。 

■NCユニット ユニットバージョンによるサポート機能一覧 

●ユニットバージョン表記なしタイプからユニット Ver.2.0 へのバージョンアップ機能 
○：サポートあり、－：サポートなし 

ユニットバージョン ユニットバージョン表記なしタイプ ユニット Ver.2.0 

内部システムソフトバージョン 1.0 2.0 

CSシリーズ NCユニット形式 形 CS1W-NC113/133/213/233/413/433 形CS1W-NC113/133/213/233/413/433

CJシリーズ NCユニット形式 形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433 形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433

直接運転で相対移動・絶対移動
中の多重起動時点の加速度を変
更 

－ ○ 

JOG動作中の加速／減速時間の
変更 

－ ○ 

各軸パラメータの加速時間・減
速時間を目標速度までの時間で
設定 

－ ○ 

機 
能 

簡易バックアップ機能 － ○ 

対応サポートツール CX-Position Ver.1.0以降 CX-Position Ver.1.0 ※ 
CX-Position Ver.2.0以降 

※： CX-Position Ver.1.0では、NCユニットのユニット Ver.2.0以降でサポートしている機能を利用することは
できません。 

●ユニット Ver.2.0 からユニット Ver.2.1 へのバージョンアップ機能 
○：サポートあり、－：サポートなし 

ユニットバージョン ユニット Ver.2.0 ユニット Ver.2.1 

内部システムソフトバージョン 2.0 2.1 

CSシリーズ NCユニット形式 形 CS1W-NC113/133/213/233/413/433 形CS1W-NC113/133/213/233/413/433

CJシリーズ NCユニット形式 形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433 － 

機 
能 

未使用軸設定 ※1 － ○ 

対応サポートツール CX-Position Ver.1.0 ※2 
CX-Position Ver.2.0以降 

CX-Position Ver.1.0 ※2 
CX-Position Ver.2.0 ※3 
CX-Position Ver.2.1 

※1：PLCの DMエリアで設定する機能です。 

※2： CX-Position Ver.1.0では、NCユニットのユニット Ver.2.0以降でサポートしている機能を利用することは
できせん。 

※3： CX-Position Ver.2.0では、NCユニットのユニット Ver.2.1以降でサポートしている機能を利用することは
できません。 
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●ユニット Ver.2.1 からユニット Ver.2.2 へのバージョンアップ機能 
○：サポートあり、－：サポートなし 

ユニットバージョン ユニット Ver.2.1 ユニット Ver.2.2 

内部システムソフトバージョン 2.1 2.2 

CSシリーズ NCユニット形式 形CS1W-NC113/133/213/233/413/433 形CS1W-NC113/133/213/233/413/433

CJシリーズ NCユニット形式 － － 

CW／CCWパルス出力方向の切
り替え 

－ ○ 

原点サーチパターンの、反転パ
ターン 3の設定 

－ ○ 
機 
能 

原点サーチ時プリセット機能 － ○ 

対応サポートツール CX-Position Ver.1.0 ※1 
CX-Position Ver.2.0以降 

CX-Position Ver.1.0 ※1 
CX-Position Ver.2.0 ※2 
CX-Position Ver.2.1以降 

※1： CX-Position Ver.1.0では、NCユニットのユニット Ver.2.0以降でサポートしている機能を利用すること
はできません。 

※2： CX-Position Ver.2.0では、NCユニットのユニット Ver.2.2以降でサポートしている機能を利用すること
はできません。 

●ユニット Ver.2.2 からユニット Ver.2.3 へのバージョンアップ機能 
○：サポートあり、－：サポートなし 

ユニットバージョン ユニット Ver.2.2 ユニット Ver.2.3 

内部システムソフトバージョン 2.2 2.3 

CSシリーズ NCユニット形式 形CS1W-NC113/133/213/233/413/433 形CS1W-NC113/133/213/233/413/433

CJシリーズ NCユニット形式 － 形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433

JOG動作 － ○ 

直接運転 － ○※1 

原点サーチ － ○※1 

偏差カウンタリセット出力 － ○ 

機 
能 

電源投入時のパラメータ／デー
タのチェック 

－ ○ 

対応サポートツール CX-Position Ver.1.0 ※2 
CX-Position Ver.2.0 ※3 
CX-Position Ver.2.1以降 

CX-Position Ver.1.0 ※2 
CX-Position Ver.2.0 ※3 
CX-Position Ver.2.1 ※4 
CX-Position Ver.2.2 ※5 
CX-Position Ver.2.3以降 

※1： CX-Position Ver.2.3以降で利用できます。 

※2： CX-Position Ver.1.0では、NCユニットのユニット Ver.2.0以降でサポートしている機能を利用すること
はできません。 

※3： CX-Position Ver.2.0では、NCユニットのユニット Ver.2.2以降でサポートしている機能を利用すること
はできません。 

※4： CX-Position Ver.2.1では、NCユニットのユニット Ver.2.3以降でサポートしている機能を利用すること
はできません。 

※5： CX-Position Ver.2.2では、NCユニットのユニット Ver.2.3以降でサポートしている機能のうち、直接運
転と原点サーチを利用することはできません。 
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■NCユニットのユニットバージョンと内部システムソフトバージョンの
関係、および各確認方法 

NCユニットには、CS/CJシリーズユニット共通の搭載機能識別用の「ユニットバージ
ョン」以外に、「内部のシステムソフトのバージョン」があります。 
NCユニットのユニットバージョンと内部システムソフトバージョンの対応関係は、以
下のとおりです。 

バージョン種類 ユニットバージョン 内部システムソフトバージョン 

内容 CS/CJシリーズ共通のユニットの搭
載機能識別バージョン 

ユニットの内部システムソフトのバー
ジョン 

確認方法 NCユニットの銘板の Lot No.の右
に、表示されています。または、
CX-Programmer Ver.4.0から、I/Oテ
ーブルの［ユニット生産情報］にて、
ユニットバージョンを確認すること
ができます。 

本 CX-Positionの NCモニタ画面を表示
中に［Ctrl］+［V］キーを押すことで確
認することができます（7－1項 「NC

モニタ」を参照） 

表記なし 1.0 

Ver.2.0 2.0 

Ver.2.1 2.1 

Ver.2.2 2.2 

対応関係 

Ver.2.3 2.3 
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 表記について 
 
本マニュアルでは、特に操作の項目を以下のように記述しています。 

●表記の例 

［  ］....... メニュー名、キー、ダイアログボックス名、ボタン名などを示します。 
表中などで、明らかにメニュー名だと分かるところでは、［  ］を付
けていない場合もあります。 
例：［ファイル］メニュー、［Tab］キー、［検索］ダイアログボックス、

［OK］ボタン 
 

｜  メニューの階層を示します。 
メニューの階層が多い場合、下記の様に「｜」を使用して、省略してい
る場合があります。 
例： ［ファイル］｜［新規作成］｜［プログラム］を選び（クリックし）

ます。 
 ［ファイル］メニューから［新規作成］を選び（クリックし）、サ

ブメニューから［プログラム］を選ぶ（クリックする）ことを示し
ます。 

 

［ ］+［ ］ ... 複数のキーを同時に押すことを示します。 
表中などで、明らかにキーだと分かるところでは、［ ］を付けていない
場合もあります。 
例： ［Ctrl］+［S］ 
 ［Ctrl］キーを押しながら、［S］キーを押します。 

クリック 左クリックすることを示します。 

本書では、左クリック／左ダブルクリックをクリック／ダブルクリック
と省略して表記しています。右クリックの場合は、右クリックと表記し
ています。 



17 

第 1章 CX-Positionの概要  

第 2章 セットアップと基本操作 

第 3章 プロジェクトの新規作成 

第 4章 データ編集 

第 5章 プロジェクトの保存／読み出し 

第 6章 データの転送／照合 

第 7章 NCモニタ 

第 8章 運転 

第 9章 偏差カウンタリセット出力 

第 10章 印刷 

第 11章 異常履歴とトラブルシューティング 

1 

10 

11 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 



18 

 目次 
 
はじめに ................................................................................................................................... 2 

対象となる読者の方々.................................................................................................. 2 
お願い ........................................................................................................................... 2 
ご承諾事項 .................................................................................................................... 2 
海外でのご使用について .............................................................................................. 3 

安全上のご注意 ........................................................................................................................ 4 
安全に使用していただくための表示と意味について .................................................. 4 
図記号の説明 ................................................................................................................ 4 

安全上の要点............................................................................................................................ 6 
使用上の注意............................................................................................................................ 7 
参照マニュアル ........................................................................................................................ 8 
マニュアル改訂履歴................................................................................................................. 9 
バージョンアップのご案内.................................................................................................... 10 

■Ver.2.5から Ver.2.51への機能強化 ...................................................................... 10 
■Ver.2.4から Ver.2.5への機能強化 ........................................................................ 10 
■Ver.2.3から Ver.2.4への機能強化 ........................................................................ 10 
■Ver.2.2から Ver.2.3への機能強化 ........................................................................ 10 
■Ver.2.1から Ver.2.2への機能強化 ........................................................................ 10 
■Ver.2.0から Ver.2.1への機能強化 ........................................................................ 11 
■Ver.1.□から Ver.2.0への機能強化........................................................................ 11 

NCユニットの「ユニットバージョン」について ................................................................ 12 
■ユニットバージョンとは ........................................................................................ 12 
■NCユニット ユニットバージョンによるサポート機能一覧 ................................ 13 
■NCユニットのユニットバージョンと内部システムソフトバージョンの関係、 
 および各確認方法 ................................................................................................... 15 

表記について.......................................................................................................................... 16 
目次 ........................................................................................................................................ 18 

第 1章 CX-Positionの概要 ..............................................................................1-1 

1－1 CX-Positionとは....................................................................................................... 1-2 
■CX-Positionとは ................................................................................................... 1-2 
■使用できる NCユニット ....................................................................................... 1-2 
■特長 ........................................................................................................................ 1-3 
■使用できるパソコン............................................................................................... 1-4 
■CX-Positionで作成するデータ ............................................................................. 1-4 
■ソフトウェア構造 .................................................................................................. 1-4 

1－2 システム構成 ............................................................................................................. 1-5 
1－3 機能一覧 .................................................................................................................... 1-6 
1－4 SYSMAC-NCTとの比較........................................................................................... 1-7 
1－5 操作手順 .................................................................................................................... 1-8 

第 2章 セットアップと基本操作 .....................................................................2-1 

2－1 インストールとアンインストール ............................................................................ 2-2 
■インストールが必要なソフト ................................................................................ 2-2 

2－2 PLCとの接続 ............................................................................................................ 2-3 
2－2－1 CS/CJシリーズ PLCと接続する場合 ..................................................... 2-3 
2－2－2 CPシリーズ PLCと接続する場合........................................................... 2-8 



19 

2－2－3 CJ2シリーズ PLCと接続する場合 ......................................................... 2-9 
2－3 CX-Positionの基本操作.......................................................................................... 2-10 

■CX-Positionを起動するには............................................................................... 2-10 
■CX-Positionを終了するには............................................................................... 2-11 
■CX-Positionの基本画面 ...................................................................................... 2-12 
■メニューを表示させるには.................................................................................. 2-14 
■プロジェクト内で NCデータを移動／コピーするには...................................... 2-15 
■メインメニュー一覧 ............................................................................................ 2-17 
■メニュー一覧 ....................................................................................................... 2-17 
■目的別操作一覧.................................................................................................... 2-20 
■ツールバー ........................................................................................................... 2-23 
■ステータスバー.................................................................................................... 2-23 
■オプション設定.................................................................................................... 2-24 
■表示設定............................................................................................................... 2-25 
■ヘルプ .................................................................................................................. 2-26 

第 3章 プロジェクトの新規作成 .....................................................................3-1 

3－1 プロジェクトの新規作成........................................................................................... 3-2 
■プロジェクトを新規作成するには......................................................................... 3-2 

3－2 PLCの追加................................................................................................................ 3-4 
■プロジェクトに PLCを追加するには ................................................................... 3-4 
■PLCを削除するには ............................................................................................. 3-7 

3－3 NCの追加 ................................................................................................................. 3-8 
■プロジェクト上の PLCに NCを追加するには .................................................... 3-8 
■NCを削除するには ............................................................................................... 3-9 

3－4 プロジェクトの自動設定......................................................................................... 3-10 
■プロジェクトを自動設定するには....................................................................... 3-10 

第 4章 データ編集 ...........................................................................................4-1 

4－1 データ一覧................................................................................................................. 4-2 
■データ一覧 ............................................................................................................. 4-3 

4－2 データ編集の画面...................................................................................................... 4-6 
■データ編集画面を表示させるには......................................................................... 4-7 
■データを編集するには ......................................................................................... 4-12 
■データの表示形式を切り替えるには ................................................................... 4-13 
■データをクリアするには ..................................................................................... 4-14 
■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには................................................. 4-15 

4－3 パラメータデータの編集......................................................................................... 4-16 
■パラメータデータの編集画面 .............................................................................. 4-16 
■パラメータデータを編集するには....................................................................... 4-16 

4－4 シーケンスデータの編集......................................................................................... 4-18 
■シーケンスデータの編集画面 .............................................................................. 4-18 
■シーケンスデータを編集するには....................................................................... 4-18 

4－5 速度データの編集.................................................................................................... 4-20 
■速度データの編集画面 ......................................................................................... 4-20 
■速度データを編集するには.................................................................................. 4-20 

4－6 加減速時間データの編集......................................................................................... 4-22 
■加減速時間データの編集画面 .............................................................................. 4-22 
■加減速時間データを編集するには....................................................................... 4-22 

4－7 ドウェルタイマデータの編集 ................................................................................. 4-24 
■ドウェルタイマデータの編集画面....................................................................... 4-24 



20 

■ドウェルタイマデータを編集するには ............................................................... 4-24 
4－8 ゾーンデータの編集 ................................................................................................ 4-26 

■ゾーンデータの編集画面 ..................................................................................... 4-26 
■ゾーンデータを編集するには .............................................................................. 4-26 

第 5章 プロジェクトの保存／ 読み出し ........................................................5-1 

5－1 プロジェクトの保存 .................................................................................................. 5-2 
■プロジェクトを保存するには ................................................................................ 5-2 

5－2 プロジェクトの読み出し ........................................................................................... 5-3 
■プロジェクトを読み出すには ................................................................................ 5-3 
■C200HW-NC□□□の NCデータをインポートするには .................................... 5-4 

第 6章 データの転送／照合 ............................................................................6-1 

6－1 オンライン接続のための初期設定 ............................................................................ 6-2 
■CPUユニット／NCユニットの初期設定 ............................................................. 6-2 

6－2 通信仕様の設定／変更............................................................................................... 6-3 
■PLCと直接接続する.............................................................................................. 6-3 
■ネットワーク上の PLCと接続する....................................................................... 6-4 

6－3 データをダウンロードする ....................................................................................... 6-6 
■指定した NCユニットに対してデータをダウンロードするには ......................... 6-6 
■指定した PLCに装着された全 NCユニットに対して一括でデータを 
ダウンロードするには ........................................................................................... 6-7 

6－4 データをアップロードする ....................................................................................... 6-9 
■指定した NCユニットからデータをアップロードするには ................................ 6-9 
■指定した PLCに装着された全 NCユニットから一括でデータを 
アップロードするには ......................................................................................... 6-10 
■プロジェクトを自動設定するには....................................................................... 6-11 

6－5 データを照合する .................................................................................................... 6-12 
■指定した NCユニットに対してデータを照合するには...................................... 6-12 
■指定した PLCに装着された全 NCユニットに対して一括でデータを 
照合するには........................................................................................................ 6-14 

6－6 データをフラッシュメモリに書き込む .......................................................................... 6-16 
■データをフラッシュメモリに書き込むには ........................................................ 6-16 

第 7章 NCモニタ ............................................................................................7-1 

7－1 NCモニタ.................................................................................................................. 7-2 
■NCユニットの状態をモニタするには .................................................................. 7-2 

7－2 多号機モニタ ............................................................................................................. 7-4 
■4台の NCユニットの状態を一度にモニタするには ............................................ 7-4 

7－3 運転用リレーエリアモニタ ....................................................................................... 7-5 
■運転用リレーエリアをモニタするには ................................................................. 7-5 

7－4 運転用データエリアモニタ ....................................................................................... 7-6 
■運転用データエリアをモニタするには ................................................................. 7-6 

第 8章 運転......................................................................................................8-1 

8－1 運転設定 .................................................................................................................... 8-2 
■運転設定画面の表示............................................................................................... 8-2 
■運転設定画面の終了............................................................................................... 8-2 
■運転の設定 ............................................................................................................. 8-2 

8－2 運転............................................................................................................................ 8-3 
■運転画面の表示 ...................................................................................................... 8-3 



21 

■運転画面の終了...................................................................................................... 8-4 
■JOGの実行 ............................................................................................................ 8-4 
■直接運転の実行...................................................................................................... 8-5 
■原点サーチの実行 .................................................................................................. 8-6 

第 9章 偏差カウンタリセット出力..................................................................9-1 

9－1 偏差カウンタリセット出力 ....................................................................................... 9-2 
■偏差カウンタリセット出力画面の表示 ................................................................. 9-2 
■偏差カウンタリセット出力画面の終了 ................................................................. 9-3 
■偏差カウンタリセット出力信号の ON/OFF ......................................................... 9-3 

第 10章 印刷 ..................................................................................................10-1 

10－1 データを印刷する.................................................................................................. 10-2 
■データを印刷するには ......................................................................................... 10-2 

第 11章 異常履歴とトラブルシューティング ...............................................11-1 

11－1 NCユニットの異常履歴........................................................................................ 11-2 
■概要 ...................................................................................................................... 11-2 
■NCユニットの異常履歴を表示させるには......................................................... 11-2 
■原因と処置 ........................................................................................................... 11-3 
■指令実行時のチェック ......................................................................................... 11-5 

11－2 トラブルシューティング..................................................................................... 11-12 

索引 



22 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1章 

CX-Positionの概要 
 

 

 

 

 

 
 

 
 
ここでは、CX-Positionの概要、機能、システム構成について説明しています。 
CX-Positionをご使用になる前に必ずお読みください。 



１－１ CX-Positionとは 

1-2 
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 1－1 CX-Positionとは 

■CX-Positionとは 

CX-Positionは、位置制御ユニット（以下「NCユニット」と略します）で使用する各
種データの設定と転送、データの保存／印刷、NCユニットの動作状況をモニタできる
ソフトウェアです。 
本ソフトは、CX-Oneがサポートする OS上で動作します。 

NCユニット 

Windows搭載パソコン NCユニットで使用する
各種データを設定して
転送します。 
例えば、パラメータデ
ータ、位置データなど 

NCユニットの動作状
況のモニタリング 
例えば、現在位置、入
出力の状態、エラー表
示など 

 

■使用できる NCユニット 

CX-Positionは、以下に示す NCユニットに対応しています。 

CX-Position対応 NCユニット形式 対応 PLC機種 

形 CS1W-NC113/133/213/233/413/433 CSシリーズ 

形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433 CJシリーズ、CPシリーズ、NSJ

シリーズ、FQM1シリーズ※ 

※FQM1シリーズ ユニット Ver.3.2以降のみ対応しています。 

システム構成については、「1－2 システム構成」を参照してください。 
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■特長 

●プロジェクトによるデータ管理、編集可能 
複数の PLC（最大 1000台）上の複数の NCユニットのデータ（最大 96台/1PLC上）
を 1つのプロジェクトとして管理します。 
プロジェクトの下に複数の PLC、PLCの下に複数の NCユニット、NCユニットの下
にパラメータデータ、シーケンスデータ、速度データ、加減速データ、ドウェルタイマ、
ゾーンデータが、ツリー上に表示されます。 

 

●NCユニットの各種データを個別に編集または再利用可能 
NCユニットのパラメータ、シーケンス、速度などの各種データを、プロジェクトツリ
ー上の PLC 間で、NC ユニット単位で移動またはコピー（データの上書きのみ）する
ことができます。 
これにより、同一または類似のデータを、PLC 間または NC ユニット間で編集または
再利用することが可能です。 

●ネットワーク上の NCユニットとも通信可能 
CX-Serverを介して、NCユニットと通信します。 
上位リンク（SYSMAC WAY）、またはツールバス（Toolbus）を介して、NCユニッ
トとのオンライン操作（パラメータ、シーケンスなどのデータ転送/照合、モニタなど）
が可能です。 

●プロジェクトの自動生成（設定）が可能 
オンラインで接続している PLCの装着 NCユニットの情報を読み出して、それをもと
にプロジェクトを自動生成（設定）することが可能です。（さらに、NCユニットのデ
ータをアップロードして、プロジェクトを自動生成することもできます。） 
これにより、オフラインでプロジェクトを新規作成した上でオンライン接続する手間が
不要となります。 

●SYSMAC-NCTで作成した形 C200HW-NC□□□のデータをインポート可能 
SYSMAC-NCTで作成した形 C200HW-NC□□□のデータ（＊.ncm）をインポートし
て、形 CS1W-NC□□3または形 CJ1W-NC□□3のデータとして利用することが可能
です。 
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■使用できるパソコン 

CX-Position が使用できるパソコンの条件は、「CX-One セットアップマニュアル」
（SBCA-346）を参照してください。 

■CX-Positionで作成するデータ 

CX-Positionで作成するデータは、以下のプロジェクトファイルです。拡張子は「.nci」
です。 
プロジェクトファイル
（＊.nci）

PLC

PLC

NC
NC
NC
NC

NC

パラメータデータ
シーケンスデータ
速度データ
加減速データ
ドウェルタイマデータ
ゾーンデータ

最大1000
のPLC

最大96(*1)ユニット

PLC：PLC（CPUユニット）単位でのデータです。
　　   1プロジェクトファイルで最大PLC1000台です。
NC：NCユニット1台の全データです。

＊1：占有号機数と消費電流により制限されます。

 

■ソフトウェア構造 

CX-Positionは、CX-Serverを介して、NCユニットとデータ交換（オンライン通信）
します。したがって、オンライン機能を実行するためには、CX-Server を同一パソコ
ンにインストールしていることが必要です。 
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 1－2 システム構成 
 
位置制御ユニットのシステム構成を以下に示します。 
ここでは、形 CS1W-NC413/433でのシステム構成例を示します。形 CS1W-NC213/233
の場合は 2軸、形 CS1W-NC113/133の場合は 1軸制御となります。 

CX-Programmer
ラダープログラムの
作成／転送
モニタリング
ファイル管理など

CX-Position
データの作成／転送
NCモニタ
ファイル管理など

NCユニット
（形CS1W-NC413/433）

電源ユニット

ツールバス／上位リンク

CCW 限界入力
CW　限界入力
原点入力
原点近傍入力
即停止入力
割り込み入力

I/F用24V電源

外部入力

CPUユニット
（形CSシリーズ）

ステッピング
モータドライバ

サーボ
モータ  ドライバ

または

ステッピングモータ サーボモータ

CCW 限界入力
CW　限界入力
原点入力
原点近傍入力
即停止入力
割り込み入力

I/F用24V電源

外部入力

ステッピング
モータドライバ

サーボ
モータ  ドライバ

または

ステッピングモータ サーボモータ
 

注 1：ドライバ間専用ケーブルは、当社製 U、W、Gシリーズ、SMARTSTEP 2シリーズ、
SMARTSTEP Aシリーズ、SMARTSTEP Junior用が用意されています。ユーザで作成す
ることも可能です。 

注 2：専用端子台への接続は、専用ケーブルが用意されています。ユーザで作成することも可能
です。 
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 1－3 機能一覧 
 

名称 機能 内容 参照項 

プロジェクト作成 プロジェクトファイル（＊.nci）を作成します。 3－1項 

PLC作成 プロジェクト上に、PLC機種を指定して、PLCデータを追加
します。 

3－2項 

NC作成 プロジェクト上の PLCに NCユニットを指定して、NCデータ
を追加します。 

3－3項 

プロジェクト編集 

PLC／NC編集 プロジェクトから PLC／NCのプロパティ設定、削除、NCの
切り取り／コピー／貼り付け、NCのデータ部分の貼り付け、
ドラッグ＆ドロップなどの編集を行います。 

3－3項 

パラメータデータを編集します。 4－3項 

シーケンスデータを編集します。 4－4項 

速度データを編集します。 4－5項 

加減速時間データを編集します。 4－6項 

ドウェルタイマデータを編集します。 4－7項 

NCのデータ編集 編集 

ゾーンデータを編集します。 4－8項 

セーブ プロジェクト上のすべてのデータをプロジェクトファイル
（＊.nci）として保存します。 

5－1項 プロジェクトファ
イルへのセーブ／
ロード ロード プロジェクトファイル（＊.nci）をプロジェクトへ読み出しま

す。 
5－2項 

NCTデータファイ
ルのインポート 

インポート SYSMAC-NCTで作成したデータファイルを、CX-Positionの
プロジェクトにインポートします。 

5－2項 

ダウンロード／ア
ップロード／照合 

データをダウンロード／アップロード／照合します。  6－3項、

 6－4項、

 6－5項 

フラッシュメモリ
書き込み 

データをフラッシュメモリに書き込みます。 6－6項 

NCモニタ NCユニットのシーケンス No.、現在位置、入出力の状態、エ
ラーコードを画面に表示します。 

7－1項 

多号機モニタ 4ユニット分の NCユニットのシーケンス No.、現在位置を画
面に表示します。 

7－2項 

プロジェクトの自
動設定 

オンラインで接続している指定 PLCの装着 NCユニットの情
報を読み出して、それをもとにプロジェクトツリーを作成しま
す（「データのアップロード」をチェックしておくと、指定
PLCの全NCユニットのデータ自体も読み込んでプロジェクト
に組み込みます。 

3－4項 

運転用リレーエリ
アのモニタ 

CPUユニットの運転用リレーエリアをモニタします。 7－3項 

運転用データエリ
アのモニタ 

CPUユニットの運転用データエリアをモニタします。 7－4項 

運転 JOG、原点サーチ、直接運転を実行します。 8－2項 

偏差カウンタリセ
ット出力 

偏差カウンタリセット出力信号を ON／OFFします。 9－1項 

オンライン 

NCユニットの異
常履歴モニタ 

1NCユニットあたり最大 20件の NCユニット内の異常履歴を
モニタします。 

11－1項 
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 1－4 SYSMAC-NCTとの比較 
 

項目 CX-Position SYSMAC-NCT 

対象 NC（位置制御）
ユニット 

形 CS1W-NC□□3 

形 CJ1W-NC□□3 

形 C200HW-NC□□□ 

形 C500-NC□□□ 

作成ファイル ・プロジェクトファイル（*.nci） 

：複数（最大 1000台分）の PLCに装着の
複数の NCユニットのデータから成る 

・データファイル（C200HW-NC：＊.ncm、形
C500-NC：＊.ncl） 

：1台の NCユニットのデータから成る 

プロジェクトによる
管理、編集 

可能 

プロジェクト内で、NCユニット単位（デー
タ一括）でのドラッグ&ドロップ（コピー&

ペースト）操作による、移動／コピー（注）
が可能（同一 PLC内可能、PLC-PLC間可能）
注：コピーの場合は、コピー先の NCユニットの

データを上書きします。NCユニットのデー

タのアイコンごとコピーされるものではあり

ません。 

不可 

データは、一括のみ（NCユニット単位で移動／コ
ピー不可） 

PLCとの接続方法 ・CPUユニットまたはシリアルコミュニケ
ーションユニット／ボードのRS-232Cポ
ートへの RS-232Cケーブルによる接続 

・CPUユニットのペリフェラルポートへの
ペリフェラルケーブルへの接続 

CPUユニットのRS-232CポートへのRS-232Cケ
ーブルによる接続 

PLCとの接続用ネッ
トワーク種別 

CX-Serverのネットワーク種別により、以下
から選択可能。 

・ツールバス（Toolbus） 

・上位リンク（SYSMAC WAY） 

・ツールバスまたは上位リンク経由でネッ
トワーク上の PLCへの接続 

上位リンク（RS-232C）のみ 

10進／16進の表示
形式選択 

可能 不可（10進のみ） 

表示フォントサイズ
の変更 

可能 不可 

NCユニットの異常
履歴表示 

可能 なし 
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 1－5 操作手順 
 
CX-Positionおよび CX-Serverをパソコンにインストールし、各種データを作成して、
NCユニットへ転送して使用するまでの手順を以下の示します。 

CX-Positionのインストール 2－1項 参照

CX-Serverのインストール 2－1項 参照

CPUユニットの内蔵RS-232Cポート 2－2項 参照
との接続

CX-Positionの起動 2－3項 参照

プロジェクトの新規作成 3－1項 参照

プロジェクトへのPLCの追加（作成） 3－2項 参照

プロジェクトのPLCへのNCの追加 3－3項 参照
（作成）

NCデータの作成／編集 第4章 参照

プロジェクトの保存 第5章 参照

NCユニット／CPUユニットの初期設定 6－1項 参照

NCユニットへのダウンロード 6－3項 参照

NCユニットのフラッシュメモリ 6－6項 参照
へのデータの書込み

NCユニットでの位置決め 使用するNCユニットのユーザーズ
マニュアルを参照してください。

NCモニタ 第7章 参照

オ
フ
ラ
イ
ン
操
作

オ
ン
ラ
イ
ン
操
作

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2章 

セットアップと基本操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
CX-Position、CX-Serverのインストール、PLCとの接続、および基本操作について説
明します。 
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 2－1 インストールとアンインストール 

■インストールが必要なソフト 
CX-Positionを使用するには、以下のソフトを同一パソコンにインストールすることが
必要です。 
1)CX-Position 
2)通信ドライバ：CX-Server（CX-Serverドライバ管理ツール含む） 

●CX-Positionのインストール 
CX-Position を FA 統合ツールパッケージ CX-One からインストール/アンインストー
ルする手順については、「CX-One セットアップマニュアル」（No.SBCA-346）を参
照してください（FA統合ツールパッケージ CX-Oneに同梱されています）。 

Man No. 形式 マニュアル名称 内容 

SBCA-346 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-One セット
アップマニュア
ル 

FA統合ツールパッケージ CX-One
の概要、CX-Oneのインストール方
法を記載しています。 
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 2－2 PLCとの接続 
 

CX-Positionで作成したプロジェクトデータをNCユニットに転送するにはパソコンと
PLC本体（CPUユニット）をケーブルで接続し、オンライン接続することが必要です。 

2－2－1 CS/CJシリーズ PLCと接続する場合 

■接続の形態 
●形 CJ1W-NC1□3／2□3／4□3、または形 CS1W-NC1□3／2□3／4□3の場合 
・CPUユニットのペリフェラルポートへの接続 

NEC

PC-9801BX

RS-232C

DOS/Vパソコン

ネットワーク種別（シリアル通信モード）：
ツールバスまたは上位リンク

ペリフェラルポート

ペリフェラルポート

CPUユニット（例：CSシリーズ）

 

注：DOS/Vパソコンとの接続には、別途変換ケーブル、または変換コネクタが必要な場合があり
ます。詳細は、「■接続方法」を参照してください。 

 
・CPUユニットの RS-232Cへの接続 

NEC

PC-9801BX

RS-232C RS-232C

CPUユニット（例：CSシリーズ）

RS-232Cポート

DOS/Vパソコン

ネットワーク種別（シリアル通信モード）：
CSシリーズの場合：ツールバスまたは上位リンク

 

注：DOS/Vパソコンとの接続には、別途変換ケーブル、または変換コネクタが必要な場合があり
ます。詳細は、「■接続方法」を参照してください。 
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■接続方法 

CPUユニットのペリフェラルポートまたは内蔵 RS-232Cポートと接続します。ネット
ワーク種別は、「Toolbus」（ツールバス）または「SYSMAC WAY（上位リンク）」
（上位リンク）が可能です。 

CS/CJシリーズの場合、シリアルコミュニケーションボード／ユニットのポートと接
続することもできます。その場合のネットワーク種別は「SYSMAC WAY」（上位リン
ク）のみ可能です。 

●パソコン（CX-Position）と CS/CJシリーズ CPUユニットの接続 

CPUユニット
ペリフェラルポート

DOS/Vパソコン

ペリフェラルポートに接続

DOS/Vパソコン

RS-232Cポートに接続

形CS1W-CN118（0.1m）
形CS1W-CN226（2.0m）
形CS1W-CN626（6.0m）

形XW2Z-200S-CV（2.0m）
形XW2Z-500S-CV（5.0m）

9pin

9pin

CPUユニット内蔵
RS-232Cポート
またはシリアル
コミュニケーション
ボード／ユニットの
ポート

　DOS/Vパソコンとの接続

9pin

 

●ケーブルの形式 

ユニット ユニット側の

ポート 

パソコン パソコン側 

ポート 

シリアル通信モード

（ネットワーク種

別） 

形式 長さ ケーブル

備考 

形 CS1W-CN226 2.0m 内蔵ペリフェ

ラルポート 

DOS/V D-SUB 9ピン

オス 

Toolbus（ツールバ

ス）または SYSMAC 

WAY（上位リンク）
形 CS1W-CN626 6.0m 

－ 

形 XW2Z-200S-CV 2m 

形 XW2Z-500S-CV 5m 

CPUユニット 

内蔵 RS-232C

ポート 

D-SUB 9ピン

メス 

DOS/V D-SUB 9ピン

オス 

Toolbus（ツールバ

ス）または SYSMAC 

WAY（上位リンク）形 XW2Z-S001＋ 

形 XW2Z-500S 

0.15m＋5m 

ESD（静電

気）対策コネ

クタを使用

形 XW2Z-200S-CV 2m シリアルコミ

ュニケーショ

ンボード／ユ

ニット 

RS-232Cポート 

D-SUB 9ピン

メス 

DOS/V D-SUB 9ピン

オス 

SYSMAC WAY 

（上位リンク） 形 XW2Z-500S-CV 5m 

ESD（静電

気）対策コネ

クタを使用

 

参 考 
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その他の接続方法について 
 

・ペリフェラルポートに RS-232Cケーブルを接続する場合は、以下の接続方式が可能です。 

ユニット ユニット側
のポート 

パソコン パソコン側 
ポート 

シリアル通信モ
ード（ネットワー
ク種別） 

形式 長さ ケーブル備考

DOS/V D-SUB 9ピン
オス 

Toolbus（ツール
バス）または
SYSMAC WAY

（上位リンク）

形 CS1W-CN118＋ 
形 XW2Z-200S-CV／
500S-CV 

形 XW2Z-□□□
S-CVは ESD（静
電気）対策コネ
クタを使用 

CPUユニ
ット 

内蔵ペリフェ
ラルポート 

DOS/V D-SUB 9ピン
オス 

SYSMAC WAY 

（上位リンク） 

形 CS1W-CN118＋ 
形 XW2Z-200S-V／
500S-V 

0.1m＋（2m
または 5m） 

－ 

ペリフェラルポート

形CS1W-CN118

RS-232Cケーブル
形XW2Z-□□□S-□□
（上記）

RS-232C
ポートに
接続

 

・従来のケーブル形 CQM1-CIF01/02を使用してペリフェラルポートに接続する場合は、以下の接続方式
が可能です。 
ユニット ユニット側のポ

ート 
パソコン パソコン側 

ポート 
シリアル通信モー
ド（ネットワーク
種別） 

形式 長さ ケーブ
ル備考

CPUユニ
ット 

内蔵ペリフェラ
ルポート 

DOS/V D-SUB 9ピン
オス 

SYSMAC WAY 

（上位リンク） 

形 CS1W-CN114＋ 
形 CQM1-CIF02 

0.05m＋3.3m － 

ペリフェラルポート

形CS1W-CN114

従来のペリフェラル用ケーブル
形CQM1-CIF01/02

RS-232C
ポートに
接続

 

・DOS/Vパソコンを RS-232Cケーブルで接続する場合、以下の接続方式も可能です。 
ユニット ユニット側のポート パソコン パソコン側 

ポート 
シリアル通信モー
ド（ネットワーク
種別） 

形式 長さ ケーブ
ル備考

形 XW2Z-200S-V 2m CPUユニット 内蔵 RS-232Cポート 
D-SUB 9ピンメス 

DOS/V D-SUB 9ピン
オス 

SYSMAC WAY 

（上位リンク） 形 XW2Z-500S-V 5m 

形 XW2Z-200S-V 2m シリアルコミ
ュニケーショ
ンボード／ユ
ニット 

RS-232Cポート 
D-SUB 9ピンメス 

DOS/V D-SUB 9ピン
オス 

SYSMAC WAY 

（上位リンク） 形 XW2Z-500S-V 5m 

－ 

・DOS/Vパソコンの USBポートに接続する場合、USB－シリアル変換ケーブル（D-Subタイプ）形
CS1W-CIF31を使用してください。 

 

参 考 
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●RS-232Cケーブルの作成 
RS-232C ケーブルは、前記ケーブルをご購入いただくか、以下の部品をもとに作成し
てください。 

部品名 形  式 メーカ 

形 XM3A-2521または同等品（コネクタ） 25ピン 

コネクタ 形 XM2S-2511または同等品（コネクタフード） 

形 XM3D-0921または同等品（コネクタ） 

パソコン側

9ピン 

コネクタ 形 XM2S-0913または同等品（コネクタフード） 

オムロン製 

形 XM3A-0921または同等品（コネクタ） CPUユニット側 

9ピンコネクタ 形 XM2S-0911-Eまたは同等品（コネクタフード） 

オムロン製 

UL2464 AWG28×5P IFS-RVV-SB（ＵＬ品） 

AWG28P×5P IFVV-SB（非 UL品） 

藤倉電線製 

UL2464-SB 5P×AWG28（ＵＬ品） 

推奨ケーブル 

CO-MA-VV-SB 5P×AWG28（非ＵＬ品） 

日立電線製 

線路長 最大 15m － 

 
DOS/Vパソコンとの接続 

DOS/Vパソコン
（9pinオス）

推奨ケーブル

プラグ（9pinメス）

フード プラグ

CPUユニットに標準附属

RS-232C
ポート

フード

CSシリーズ CPUユニット

 

パソコン（CX-Position）側接続信号 

ピン No. 信号略号 信号名称 

DOS/Vパソコン   

－ FG 保安用接地 

3 SD 送信データ 

2 RD 受信データ 

7 RS 送信要求 

8 CS 送信可 

5 SG 信号用接地 

6 DR データセットレディ 

1 CD データチャネル受信キャリア検出 

4 ER データ端末レディ 
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●RS-232Cケーブルの配線 
PLC とパソコン（CX-Position）の RS-232C 接続ケーブルは、以下の図のように配線
してください。 

ネットワーク種別が SYSMAC WAY（上位リンク）の場合 
・DOS/Vパソコンとの接続例 

DOS/Vパソコン
ピンNo.

1
2
3
4
5
6
7
8
9

信号名
CD
RD
SD
ER
SG
DR
RS
CS
CI

CSシリーズ CPUユニット

D-SUB9ピン
（ケーブルのコネクタ形状：メス）

D-SUB9ピン
（ケーブルのコネクタ形状：オス）

ピンNo.
1
2
3
4
5
6
7
8
9

信号名
FG
SD
RD
RS
CS
5V
DR
ER
SG

 

ネットワーク種別が Toolbus（ツールバス）の場合 
・DOS/Vパソコンとの接続例 

DOS/Vパソコン

RS-232C
インタ　
フェース

ピン
No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9

信号名

CD
RD
SD
ER
SG
DR
RS
CS
CI

CSシリーズ
CPUユニット

D-SUB9ピン
（ケーブルのコネクタ形状：メス）

D-SUB9ピン
（ケーブルのコネクタ形状：オス）

ピン
No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9

RS-232C
インタ　
フェース

信号名

FG
SD
RD
RS
CS
5V
DR
ER
SG
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2－2－2 CPシリーズ PLCと接続する場合 

■CPUユニットの USBポートに、市販 USBケーブルで接続する場合 

ユニット ユニット側 
のポート 

パソコン パソコン側 
ポート 

シリアル通信モード
（ネットワーク種別）

形式 長さ ケーブ
ル備考

CPUユニット USBポート 
（Bコネクタ）

DOS/V USBポート 
（Aコネクタ）

USB 市販 USB1.1（また
は 2.0）用ケーブル 

最大 5m － 

DOS/Vパソコン 

USBポート  

ぺリフェラルUSBポート 

市販USB
ケーブル 

CP1 H CPUユニット 

 

 

■シリアルコミュニケーションオプションボードの RS-232Cポートに、RS-232C
ケーブルで接続する場合 

ユニット ユニット側 
のポート 

パソコン パソコン側 
ポート 

シリアル通信モード
（ネットワーク種別）

形式 長さ ケーブル
備考 

形 XW2Z-200S-CV 2m Toolbus（ツールバス）
または SYSMAC WAY

（上位リンク） 形 XW2Z-500S-CV 5m 

ESD（静電
気）対策コ
ネ ク タ を
使用 

形 XW2Z-200S-V 2m 

シリアルオプシ
ョンボード 
形 CP1W-CIF01 

RS-232Cポート 
D-SUB 9ピンメ
ス 

DOS/V D-SUB 9ピン
オス 

SYSMAC WAY 

（上位リンク） 形 XW2Z-500S-V 5m 

－ 
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2－2－3 CJ2シリーズ PLCと接続する場合 

■USBまたは RS-232C接続 

ユニット ユニット側 
のポート 

パソコン パソコン側 
ポート 

ネットワークタイプ
（シリアル通信モー
ド） 

形式 長さ ケーブル
備考 

CPUユニット USBポート 
（Bコネクタ） 

DOS/V USBポート 
（Aコネクタ）

USB 市販 USB1.1（また
は 2.0）用ケーブル 

最大 5m － 

形 XW2Z-200S-CV 2m  内蔵 RS-232C
ポート 
D-SUB 9ピンメ
ス 

DOS/V D-SUB 9ピンオ
ス 

ツールバス（Toolbus）
注 

形 XW2Z-500S-CV 5m 

ESD（静
電気）対
策コネク
タを使用

注：CJ2の場合、CPUユニット、シリアルコミュニケーションユニットの RS-232Cポートに上
位リンク（SYSMAC WAY）で接続することはできません。 

 
USB接続時 RS-232C接続時 

 

DOS/Vパソコン 

USBポート 

USBポート 

市販 USB 
ケーブル  

CJ2 CPUユニット 

 

 

DOS/Vパソコン 

CJ2 CPUユニット 

D-subコネクタ 
（9pinオス） 

推奨ケーブル 
形 XW2Z-200S-CV/500S-CV 

シリアルポート
（RS-232C） 
D-subコネクタ 
（9pinメス）   

 

■Ethernetでの接続 

ユニット側 
のポート 

パソコン側 
ポート 

ネットワークタイプ 
（通信モード） 

形式 長さ ケーブル 
備考 

市販のツイストペア
ケーブル
（EtherNet/IP規格
準拠） 

100m 
（ハブとノード間
の距離） 

内蔵 Ethernet
ポート 

Ethernetポート 100BASE-TX/10BASE-T
（100BASE-TXを推奨）

市販スイッチングハ
ブ 

    － 

－ 

 

100BASETX 
ツイストペア 
ケーブル（ストレー
ト） 

内蔵Ethernetポート 

100BASETX
ツイストペア 
ケーブル（ストレート） 

スイッチングハブ 

CJ2 CPUユニット 

DOS/Vパソコン 
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 2－3 CX-Positionの基本操作 
 
CX-Positionの基本的な操作について説明します。 

■CX-Positionを起動するには 

1 [スタート]メニューから、[プログラム]｜[OMRON]｜[CX-One]｜[CX-Position]
を選択します。 

2 [CX-Position]をクリックすると、アプリケーションが起動し、以下の画面が表示
されます。 

 

なお、CX-Positionは、CX-Oneからインストールした CX-Programmerの I/Oテ
ーブル上で位置制御ユニットを右クリックして、［専用ツール起動］を選択する
ことでも起動できます（ただし、PLC機種が CS/CJシリーズ PLC、NSJシリー
ズの場合のみ）。 
その場合、続くサブメニューで［起動のみ］を選択すると、上記と同じ「スター
ト」メニューからの起動となります。［設定を引き継いで起動］を選択すると、
PLC機種、ユニット形式、およびオンライン/オフライン状態も引き継いで起動す
ることができます（プロジェクトの新規作成、PLC 追加、NC ユニット追加まで
自動的に実行されます）。 
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■CX-Positionを終了するには 

1 [ファイル]｜[アプリケーション終了]をクリックするか、画面右上の  をクリッ
クします。 
プロジェクトを編集した後、保存していない場合は、次の画面が表示されます。 

 

2 保存する場合は、[はい]をクリックします。保存の必要がない場合は[いいえ]をク
リックします。[キャンセル]をクリックすると、プロジェクトの編集画面に戻りま
す。 
詳細は、「5－1 プロジェクトの保存」を参照してください。 
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■CX-Positionの基本画面 

CX-Positionは、以下の画面を基本画面とします。 

 

 
プロジェクトウィンドウ： プロジェクトワークスペースでダブルクリックにより指定した、また

は新規作成する各データ、または各操作での画面が表示されます。 

同時に開ける編集画面は 90までです。 

プロジェクトワークスペース： プロジェクトを最上位とし、その階層を示します。プロジェクトウィ
ンドウ 

 
画面は 2分割されます。 
・ 左側の画面には、データの階層がツリー形式で表示されます。左側の画面を「プロ
ジェクトワークスペース」と呼びます。 

・右側の画面には、プロジェクトワークスペースで指定（反転表示）した、または新規
作成する各データ、または各操作での画面が表示されます。 

メニューバーには、CX-Positionでの各メニューが、ツールバーには、CX-Positionの
各機能がアイコン化されて割り付けられています。 
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ウィンドウ 

●プロジェクトワークスペース 
以下に示す階層でデータが表示されます。 

 

 

PLC、NCは、複数あれば複数表示します。 
各データは、対象 NCに対して 1つずつの登録となります。 
 
プロジェクトワークスペースでの階層表示は、   部をクリックすることで切り替
わります。  の後、最終階層で  となります。 
 

 
 

プロジェクトワークスペースがアクティブのときは、［↓］、［↑］キーでツリー表示
上を上下します。カーソルが  の位置にあるとき［→］を押すと、下位のデータを
表示します。カーソルが  の位置にあるとき［←］を押すと、階層を 1 つ上に移動
します。 
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●プロジェクトウィンドウ 
プロジェクトウィンドウは、プロジェクトワークスペースでダブルクリックにより指定
された各データ、または転送、NCモニタなどのオンライン操作時の画面が表示されま
す。 
プロジェクトワークスペースとプロジェクトウィンドウは、作業したい方の画面を直接
クリックすることにより、画面がアクティブになります。 
プロジェクトウィンドウがアクティブでないときは、[ウィンドウ]｜[プロジェクト]を
クリックすると、プロジェクトウィンドウがアクティブになります。 

■メニューを表示させるには 

例えば[ファイル]をクリックするか、または[Alt]＋[F]でメニューが表示されます。表
示されたメニューから機能をクリックして選びます。 
 
（例）[ファイル]をクリックしたときのメニュー画面 

 

機能によっては、ショートカットキーが割り付けられています。 
割り付けられているキーは、メニューの右側に表示されます。例えば、[新規プロジェ
クト作成]を選ぶときは、[Ctrl]を押しながら[N]を押します。本マニュアルでは、[Ctrl]
＋[N]と表記します。 
また、メニューが表示されている状態で[N]を押すと、[新規プロジェクト作成]を選ぶ
ことができます。 



2－3 CX-Positionの基本操作 

2-15 

2 

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
と
基
本
操
作 

■プロジェクト内で NCデータを移動／コピーするには 

NCユニットのパラメータ、シーケンス、速度などの各種データを、NCユニット単位
で、プロジェクトツリー上の PLC 間でドラッグ＆ドロップ、または[切り取り]を行っ
た後、[貼り付け]による移動が可能です。 
また、[コピー]を行った後、[貼り付け]によるコピーが可能です。 

●NCデータを移動するには 
NCデータの移動は、同じシリーズの CPUユニット間で可能です。 
例：PLC1の NC2を PLC2へ移動する 

  

以下の 2つの方法があります。 
･ドラッグ＆ドロップによる方法 

1 NC2を左クリックしたまま、PLC2まで移動し、  が表示されたら、ボタンを離
します。 
移動可能な場合は  が、移動できない場合は、 が表示されます。 

 
･［切り取り][貼り付け]による方法 

1 NC2 をクリックし、右クリックしてポップアップメニューから[切り取り]をクリ
ックするか、[編集]｜[切り取り]をクリック、またはツールバーの  をクリッ
クします。 

2 移動先の PLC2をクリックし、右クリックしてポップアップメニューから[貼り付
け]をクリックするか、[編集]｜[貼り付け]をクリック、またはツールバーの  
をクリックします。 
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移動先に同じ号機 No.の NC ユニットがある場合は、以下の画面が表示されますので、
号機 No.が重複しないように設定します。変更したら、NCユニット自身の号機 No.も
変更します。 
例：NC名称：NC1の号機 No.が重複している場合 

 

●NCデータをコピーするには 
コピー元のNCユニットのデータをコピー先の NCユニットのデータに上書きします。 
NCデータのコピーは、同じシリーズの NCユニット間で可能です。 
また、コピー元の NC ユニットの軸数が、コピー先の NC ユニットの軸数より少ない
場合は、コピー元の軸数分のデータだけを上書きします。 

1 コピー元の NCユニットをクリックします。 

2 右クリックしてポップアップメニューから[コピー]をクリックする（または
[Ctrl]+[C]を押す）か、[編集]｜[コピー]をクリック、またはツールバーの  を
クリックします。 

3 コピー先の NC ユニットをクリックした後、右クリックしてポップアップメニュ
ーから[貼り付け]をクリックする（または[Ctrl]+[V]を押す）か、[編集]｜[貼り付
けをクリック、またはツールバーの  をクリックします。 

 

4 [OK]をクリックします。 
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■メインメニュー一覧 

メインメニュー名 内容 ショート 

カット 

ファイル(F) プロジェクトの新規作成／保存、印刷を行うときに使用します。 [Alt]＋[F]

編集(E) PLC／NCのプロジェクトへの新規追加／削除、各 NCデータを
編集するときに使用します。 

[Alt]＋[E]

表示(v) プロジェクトツリー、ツールバー、スクロールバーの表示／非表
示の切替え、NCデータの 10進／16進表示の切替えを行うとき
使用します。 

[Alt]＋[V]

ツール(T) オプション設定（フォント、最近使用したファイルの表示数の設
定、デフォルト表示形式[10進／16進]）を行うときに使用しま
す。 

[Alt]＋[T]

オンライン(L) ダウンロード／アップロード、照合、モニタなどのオンライン操
作を行うとき使用します。 

[Alt]＋[L]

ウィンドウ(W) 表示されている編集画面に対して、表示形態を変更するとき使用
します。データ編集画面からプロジェクトツリーへフォーカスを
移動する場合も使用します。 

[Alt]＋[W]

ヘルプ(H) ヘルプ、バージョン情報を表示させるとき、またはオンラインユ
ーザ登録をするとき使用します。 

[Alt]＋[H]

■メニュー一覧 

各メニューの表示と機能は、次のとおりです。 
各メニューをクリックすると、その機能のダイアログボックスが表示されます。画面の
指示に従って操作してください。 

メインメニュー名 メニュー名 内容 ショート 

カット 

[新規プロジェクト作成(N)] 新規にプロジェクトファイルを作成します。 [Ctrl]＋[N]

[既存のプロジェクトを開く(O)] すでにあるプロジェクトファイルを開きます。 [Ctrl]＋[O]

[プロジェクトを閉じる(C)] 作業中のプロジェクトを閉じます。 － 

[閉じる] 作業中のデータ編集画面を閉じます。 － 

[プロジェクトの上書き保存(S)] 作業中のプロジェクトを上書き保存します。 [Ctrl]＋[S]

[プロジェクトに名前を付けて保
存(A)] 

作業中のプロジェクトを新しい名前を付けて保存
します。 

[Ctrl]＋[A]

[インポート] SYSMAC-NCTで作成した、NCユニット 形
C200HW-NC□13のデータをインポートします。 

－ 

[印刷(P)] 全 NCデータ、または指定したデータを印刷しま
す。 

[Ctrl]＋[P]

[プロパティ] プロジェクト、PLC、NCのいずれかのプロパティ
を表示します。 

－ 

[ファイル(F)] 

[アプリケーションの終了(X)] CX-Positionを終了します。 － 



2－3 CX-Positionの基本操作 

2-18 

2 

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
と
基
本
操
作 

 
メインメニュー名 メニュー名 内容 ショート 

カット 

[新規 PLC(N)] プロジェクトに新規に PLCを作成します。 － 

[新規 NC(M)] PLCに新規に NCを作成します。 － 

[削除(R)] 指定した PLCまたは NCをプロジェクトから削除します。 [Del] 

元に戻す(U) 1つ前に行った処理へ戻ります。 [Ctrl]＋[Z]

切り取り(X) ・プロジェクトツリー上の指定したNCを別のPLC上へ移動
させるときに使用します。 

・指定した範囲のデータ（パラメータ編集画面以外）を別の
位置へ移動させるとき使用します。 

[Ctrl]＋[X]

[コピー(C)] ・プロジェクトツリー上の指定した NCを別の PLC上の NC

へデータをコピーするとき使用します。 

・データ編集画面では、指定したデータをコピーするときに
使用します。 

[Ctrl]＋[C]

[貼り付け(P)] [切り取り(X)]でクリップボードへコピーしたデータを、指定
した位置へコピーします。 

[Ctrl]＋[V]

[NC全ての編集画面を
開く] 

指定した NCの全データ編集画面を表示します。すでに表示
している画面がある場合は、残りの画面を表示します。 

同時に開ける編集画面は 90画面までです。90以上データが
ある場合は使用できません。 

－ 

[デフォルトクリア] ・パラメータ編集画面の場合に[デフォルトクリア]とメニュ
ーに表示されます。指定した軸のパラメータを初期値に設
定し直します。 

・パラメータ編集画面以外の場合、[クリア]とメニューに表
示され、指定したデータを 0クリアします。 

－ 

[編集(E)] 

[軸コピー] データを軸単位でコピーします。 － 

[プロジェクト(P)] プロジェクトツリーの表示／非表示を切り替えます。 － 

[ツールバー(T)] ツールバーの表示／非表示を切り替えます。 － 

[ステータスバー(S)] ステータスバーの表示／非表示を切り替えます。 － 

16進 アクティブなデータ編集画面の表示形式、およびステータス
バーでの入力範囲表示を 16進数に切り替えます。 

[表示(V)] 

[表示切り替え] 

10進 アクティブなデータ編集画面の表示形式、およびステータス
バーでの入力範囲表示を 10進数に切り替えます。 

－ 

[ツール(T)] [オプション(O)] オプションダイアログボックスを表示します。以下の設定を
行います。 

・フォント名とサイズ 

・データ編集画面のデフォルト表示形式（10進数／16進数）
の設定 

・最近使用したファイルのリスト表示数の設定（最大 16） 

－ 
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メインメニュー名 メニュー名 内容 ショート

カット 

[NCへ転送(D)] 指定したデータ、または全データを指定した NCユニ
ットへ転送します。 

－ 

[NCから転送(U)] 指定した NCユニットから、指定したデータ、または
全データをプロジェクトへ転送します。 

－ 

[照合(V)] 編集データと指定した NCユニットのデータを照合し
ます。 

－ 

[フラッシュメモリ書込み(R)] NCユニットのデータをフラッシュメモリへ書き込み
ます。 

－ 

[モニタ(M)] NCユニットの動作状態をモニタします。 － 

[多号機モニタ(F)] 同時に最大 4台の NCユニットの動作状態をモニタし
ます。 

－ 

[プロジェクトの自動設定] オンライン接続されている指定 PLCに装着されている
NCユニットの情報を読み出して、それをもとにプロジ
ェクトツリーを自動的に作成します。 

このとき、[データのアップロード]がチェックされてい
ると、指定 PLCの全 NCユニットのデータもすべて読
み出してプロジェクトへ組み込みます。 

－ 

[運転用リレーエリアモニタ] 運転用リレーエリアに割り付けられている、指令／ス
テータス／入出力状態／エラーコードをモニタしま
す。 

－ 

[運転用データエリアモニタ] 運転用データエリアに設定された、位置指令、速度指
令、加減速時間、シーケンス No.、現在位置などをモニ
タします。 

－ 

[異常履歴の表示(E)] 指定 NCユニットの異常履歴を表示します。 － 

[運転(T)] JOG動作をします。 － 

[運転設定(S)] JOG動作のための設定をします。 － 

[オンライン(L)] 

[偏差カウンタリセット出力
(C)] 

偏差カウンタリセット出力信号を ON／OFFします。 － 

[全ウィンドウ表示(W)] アイコン化されたすべてのデータ編集画面を表示しま
す。 

－ 

[全アイコン化(I)] すべてのデータ編集画面をアイコン化します。 － 

[重ねて表示(C)] 編集画面を重ねて表示します。 － 

[水平に並べて表示(H)] 編集画面を水平に並べて表示します。 － 

[垂直に並べて表示(V)] 編集画面を垂直に並べて表示します。 － 

[アイコンの整列(A)] アイコン化されている編集画面を整列させます。 － 

[全て閉じる(L)] 開かれている編集画面をすべて閉じます。 － 

[ウィンドウ(W)] 

[プロジェクト] プロジェクトツリーへフォーカスを移動します。 － 

[目次(C)] ヘルプの目次を表示します。 － 

[検索(S)] ヘルプの検索画面を表示します。 － 

[ユニットエラー(U)] ユニットのエラーに関するヘルプを表示します。 － 

[オンライン登録(O)] ツールソフトウェア製品オンライン登録を行う、
CX-One Webページを開きます。 

－ 

[ヘルプ(H)] 

[CX-Positionバージョン情報
(A)] 

CX-Positionのバージョンを表示します。 － 
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■目的別操作一覧 

機能（目的） 操作 ショート 

カット 

ツールバ
ーのアイ
コン 

参照 

ページ

プロジェクト    － 

 新規プロジェクトの作成 [ファイル]｜[新規プロジェクト作成] [Ctrl]＋[N] 
 

3-2 

 プロジェクトを開く [ファイル]｜[既存のプロジェクトを開く] [Ctrl]＋[O] 
 

5-3 

 プロジェクトを閉じる [ファイル]｜[プロジェクトを閉じる]  － 2-11 

 上書き保存 [ファイル]｜[プロジェクトの上書き保存]] [Ctrl]＋[S] 
 

5-2 

 名前を付けて保存 [ファイル]｜[プロジェクトに名前を付けて保存] [Ctrl]＋[A] － 5-2 

 インポート [ファイル]｜[インポート]  － 5-4 

 印刷 [ファイル]｜[印刷] [Ctrl]＋[P] 
 

10-2 

 新規 PLCの作成 [編集]｜[新規 PLC]、または右クリックし[新規
PLC] 

 
 

3-4 

 新規 NCの作成 PLCを選択し[編集]｜[新規 NC]、または右クリッ
クし[新規 NC] 

 
 

3-8 

 プロジェクト、PLC、NCのプ
ロパティ 

PLCまたは NCを選択し[ファイル]｜[プロパテ
ィ]、または右クリックし[プロパティ] 

 － 3-2 

 PLC、NCの削除 PLCまたは NCを選択し[編集]｜[削除]、または右
クリックし[削除] 

[DEL] 
 

3-7 

3-9 

 NCの切り取り NCを選択し[編集]｜[切り取り]、または右クリッ
クし[切り取り] 

[Ctrl]＋[X] 
 

2-15 

 NCデータのコピー NCを選択し[編集]｜[コピー］ [Ctrl]＋[C] 
 

2-16 

 NCの貼り付け PLCを選択し[編集]｜[貼り付け]、または右クリッ
クし[貼り付け] 

[Ctrl]＋[V] 
 

2-15 

 NCデータの貼り付け NCを選択し[編集]｜[貼り付け]、または右クリッ
クし[貼り付け] 

[Ctrl]＋[V] 
 

2-16 

 NCデータの移動 プロジェクト上のNCをマウスでドラッグし、PLC

を指定してドロップ 

 － 2-15 

表示設定    － 

 プロジェクトの表示／非表示 [表示]｜[プロジェクト]  － 2-25 

 ツールバーの表示／非表示 [表示]｜[ツールバー]  － 2-25 

 ステータスバーの表示／非表
示 

[表示]｜[ステータスバー]  － 2-25 

 10進／16進表示切り替え ・[表示]｜[表示切り替え]｜[10進]、[表示]｜[表示
切り替え]｜[16進] 

・編集画面で右クリックし[10進]、[16進] 

 
 

 

 2-25,

 4-13 

 すべての編集画面を開く ・プロジェクト上で NCを選択し、[編集]｜[NC全
編集画面を開く］ 

・プロジェクト上で NCを選択後右クリックし
[NC全編集画面を開く］ 

・データ編集時に、[編集]｜[NC全編集画面を開
く］ 

 － 4-10 
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機能（目的） 操作 ショート 

カット 

ツールバ
ーのアイ
コン 

参照 

ページ

データ編集    － 

 パラメータデータの編集 ・プロジェクト上で「パラメータ」を選択し、ダブル
クリック 

・プロジェクト上で「パラメータ」を選択し、[Enter]

を押す 

－ － 4-16 

 シーケンスデータの編集 ・プロジェクト上で「シーケンス」を選択し、ダブル
クリック 

・プロジェクト上で「シーケンス」を選択し、[Enter]

を押す 

－ － 4-18 

 速度データの編集 ・プロジェクト上で「速度」を選択し、ダブルクリッ
ク 

・プロジェクト上で「速度」を選択し、[Enter]を押す

－ － 4-20 

 加減速データの編集 ・プロジェクト上で「加減速」を選択し、ダブルクリ
ック 

・プロジェクト上で「加減速」を選択し、[Enter]を押
す 

－ － 4-22 

 ドウェルタイマデータの
編集 

・プロジェクト上で「ドウェル」を選択し、ダブルク
リック 

・プロジェクト上で「ドウェル」を選択し、[Enter]を
押す 

－ － 4-24 

 ゾーンデータの編集 ・プロジェクト上で「ゾーン」を選択し、ダブルクリ
ック 

・プロジェクト上で「ゾーン」を選択し、[Enter]を押
す 

－ － 4-26 

 指定した範囲のデータを
初期値にする 

[編集]｜[切り取り] [Ctrl]＋[X] 
 

－ 

 指定した範囲のデータを
コピーする 

[編集]｜[コピー] [Ctrl]＋[C] 
 

－ 

 指定した範囲にデータを
貼り付ける 

[編集]｜[貼り付け] [Ctrl]＋[V] 
 

－ 

 元に戻す [編集]｜[元に戻す] [Ctrl]＋[Z] 
 

－ 

 パラメータデータを初期
値に戻す 

[編集]｜[デフォルトクリア]、または編集画面で右クリ
ックし[デフォルトクリア] 

（パラメータ編集画面の場合） 

－ － 4-14 

 指定範囲のデータをクリ
アする 

[編集]｜[クリア]、または編集画面で右クリックし[クリ
ア] 

（パラメータ編集画面以外の場合） 

－ － 4-14 

 他軸へデータをコピーす
る 

[編集]｜[軸コピー] － － 4-15 
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機能（目的） 操作 ショート 

カット 

ツールバー
のアイコン 

参照 

ページ

オンライン操作    － 

 ダウンロード [オンライン]｜[NCに転送] － 
 

6-6 

 アップロード [オンライン]｜[NCから転送] － 
 

6-8 

 照合 [オンライン]｜[照合] － 
 

6-10 

 フラッシュメモリ書込み [オンライン]｜[フラッシュメモリ書込み] － 
 

 6-7, 

 6-12

 NCモニタ [オンライン]｜[モニタ] － 
 

7-2 

 多号機モニタ [オンライン]｜[多号機モニタ] － 
 

7-4 

 プロジェクトの自動設定 [オンライン]｜[プロジェクトの自動設定] － －  3-10,

 6-9 

 運転用リレーエリアモニタ [オンライン]｜[運転用リレーエリアモニタ] － － 7-5 

 運転用データエリアモニタ [オンライン]｜[運転用データエリアモニタ] － － 7-6 

 異常履歴表示 [オンライン]｜[異常履歴の表示] － － 11-2 

 運転 [オンライン]｜[運転] － － 8-3 

 運転設定 [オンライン]｜[運転設定] － － 8-2 

 偏差カウンタリセット出力 [オンライン]｜[偏差カウンタリセット出力] － － 9-2 

オプション設定  － － － 

 フォント設定 [ツール]｜[オプション] － － 2-24 

 デフォルト表示形式設定 [ツール]｜[オプション] － － 2-24 

 ファイル履歴数設定 [ツール]｜[オプション] － － 2-24 

ヘルプ表示  － － － 

 ヘルプの目次 [ヘルプ]｜[目次] － － 2-26 

 トピックの検索 [ヘルプ]｜[検索] － － 2-27 

 ユニットのエラーに関する
ヘルプ 

[ヘルプ]｜[ユニットエラー] － － 2-28 

 オンライン登録 [ヘルプ]｜[オンライン登録] － － 2-29 

 CX-Positionのバージョン [ヘルプ]｜[CX-Positionのバージョン情報] － － 2-29 
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■ツールバー 

ツールバーのアイコンをクリックして直接機能を選ぶこともできます。ツールバーから
は、以下の機能を実行することができます。 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ 
 

番号 機能 番号 機能 

① 新規プロジェクト作成 ⑪ 貼り付け 

② 開く ⑫ ダウンロード 

③ 上書き保存 ⑬ アップロード 

④ 印刷 ⑭ 照合 

⑤ 新規 PLC ⑮ フラッシュメモリ書込み 

⑥ 新規 NC ⑯ NCモニタ 

⑦ 削除 ⑰ 多号機モニタ 

⑧ 元に戻す ⑱ 10進表示切替え 

⑨ 切り取り ⑲ 16進表示切替え 

⑩ コピー   

■ステータスバー 

ステータスバーには、以下の情報が表示されます。 

 
 

･ネットワーク情報／NCユニットの号機
No.が表示されます。 

･PLC機種／NC機種が表示されます。 

･通信モード（オンライン／オフライン）
が表示されます。 

･データ入力時は、入力可能範囲が表示さ
れます。それ以外のときは、ヘルプが表
示されます。 
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■オプション設定 

オプション設定では、以下の設定を行うことができます。 
・データ編集画面でのフォントの設定／サイズの設定 
・データ編集画面でのデフォルトの表示形式（10進または 16進）の設定 
・最近使用したファイルのリスト表示数の設定 

●フォントの名称／サイズを設定するには 

1 [ツール]｜[オプション]をクリックします。[オプション]ダイアログボックスが表
示されます。 

 

2 [フォント変更]をクリックします。[フォント変更｣ダイアログボックスが表示され
ます。 

 

3 ドロップダウンリストより、使用したいフォント、フォントのサイズをクリック
した後、[OK]をクリックします。 

●デフォルト（起動時）の表示形式を設定するには 

1 [ツール]｜[オプション]をクリックします。[オプション]ダイアログボックスが表
示されます。 

2 [デフォルト表示設定]で[16進表示]、または[10進表示]のいずれかをチェックしま
す。 

●最近使用したファイルのリスト表示数を設定するには 

1 [ツール]｜[オプション]をクリックします。[オプション]ダイアログボックスが表
示されます。 

2 [最近使用したファイルのリスト表示数]で、直接数値（最大 16）を入力するか、
またはドロップリストから数値を選択します。 
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■表示設定 

表示設定では、プロジェクトツリー、ツールバー、ステータスバーの表示／非表示の設
定と、編集中のデータ編集画面でデータ表示形式（10進／16進）を切り替えることで
きます。 

●表示／非表示を設定するには 

1 [表示]をクリックします。 

 

2 [プロジェクト]、[ツールバー]、[ステータスバー]の前がチェックされている場合
は表示されます。表示させない場合は、[プロジェクト]、[ツールバー]、[ステータ
スバー]のいずれかをクリックし、チェックを外します。 

●表示形式を設定するには 
編集中のデータ編集画面のデータの表示形式を 10 進数または 16 進数のいずれかで表
示させることができます。デフォルトでの表示形式は、[オプション]で設定された形式
に従います。 

1 表示形式を変更したいデータを選択した後、[表示]｜[表示切り替え]をクリックし
ます。または、右クリックします。 

 

2 [16進]または[10進]のいずれかをクリックします。 
注 1：編集画面で右クリックし、ポップアップメニューから、[10進]または[16進]を選択し

て切り替えることもできます。 
注 2：単位設定がミリ／インチの場合は、16進表示は使用できません。10進表示を使用し

てください。 
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■ヘルプ 

●ヘルプの目次を表示させるには 

1 [ヘルプ]｜[目次]をクリックします。ヘルプの目次が表示されます。 

 

2 表示させたいヘルプのキーワードをクリックすると内容が表示されます。 
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●キーワードを入力して検索するには 

1 [ヘルプ]｜[検索]をクリックします。[トピックの検索]ダイアログボックスが表示
されます。 

 

2 検索したい語句の最初の何文字かを入力し、[Enter]または[表示]を押します。検
索できるとキーワードが反転して表示されます。[表示]をクリックするか、または
ダブルクリックすると、画面に表示されます。 
キーワードを直接クリックした後、[表示]をクリックするか、またはダブルクリッ
クして表示させることもできます。 
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●ユニットエラーを表示させるには 
NCユニットのエラーに関連するヘルプを表示します。 

1 [ヘルプ]｜[ユニットエラー]をクリックします。[エラーコード HELP]ダイアログ
ボックスが表示されます。 

 

2 エラーコードをクリックすると内容が表示されます。 
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●CX-Positionのバージョン情報を表示させるには 

1 [ヘルプ]｜[CX-Position のバージョン情報]をクリックします。CX-Position のバ
ージョンが表示されます。 
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第3章 

プロジェクトの新規作成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
ここでは、新規にプロジェクトを作成し、PLC と NC を追加する操作について説明し
ます。 
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 3－1 プロジェクトの新規作成 

■プロジェクトを新規作成するには 

CX-Position をスタートメニューから起動、または CX-One からインストールした
CX-Programmer の I/O テーブルから[専用ツール起動]｜[起動のみ]を選択して起動し
た場合、プロジェクトを新規に作成する手順は、以下のとおりです。 

1 [ファイル]｜[新規プロジェクト作成]をクリックするか、[Ctrl]＋[N]を押します。 
またはツールバーの をクリックします。 

 

プロジェクト名を変更する場合は、プロジェクトをクリックした後、[ファイル]
｜[プロパティ]をクリックするか、または右クリックし、ポップアップメニューで
[プロパティ]をクリックします。 

 

プロジェクト名はデフォルトで、「新規プロジェクト」となっています。 
プロジェクト名を入力した後、[OK]をクリックします。コメントも入力すること
ができます。 
プロジェクト名は、半角換算 32 文字、コメントは半角換算 256 文字まで入力可
能です。コメントは入力しなくてもかまいません。 
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●CX-PositionをCX-OneからインストールしたCX-Programmerの I/Oテーブルか

ら[専用ツール起動]｜[設定を引き継いで起動]を選択して起動する場合 

1 I/Oテーブル上の「位置制御ユニット」を右クリックして、[専用ツール起動]｜[設
定を引き継いで起動]を選択します。 

［専用ツール起動］を選択し

例）位置制御ユニット（例：CJ1W-NC133）を右クリックして

［設定を引き継いで起動］を選択します

 

2 CX-Positionが起動し、同時に、プロジェクトの新規作成（[ファイル]｜[プロジェ
クト新規作成]）の後、PLCの追加（[編集]｜[新規 PLC]）が自動的に行われます。
以下のように、PLC情報と位置制御ユニット形式および号機番号が引き継がれま
す。 

PLC情報が、I/Oテーブルから、
引き継がれます。

位置制御ユニット情報が、I/Oテーブル
から、NC名称TargetSIOUで引き継が
れます。

 

I/Oテーブル上に複数の NCユニットが登録されている場合でも、CX-Positionで引き
継ぐことができるのは 1ユニットのみです。 

お願い 
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 3－2 PLCの追加 

■プロジェクトに PLCを追加するには 

新規に作成したプロジェクト、または既存のプロジェクトへ PLCを追加します。 
 

1 プロジェクトツリー上でプロジェクトを選択した後、[編集]｜[新規 PLC]をクリッ
ク、または右クリックし、ポップアップメニューから[新規 PLC]をクリックしま
す。 
以下の[PLC機種]変更ダイアログボックスが表示されます。 

 

2 [PLCネーム]（PLCに付ける任意の名前）を入力します。 

PLCネームには、半角または全角文字を入力できます。 
ただし、名称（変数名）には、以下の［ ］内に示す半角文字およびスペースは使用で
きません。 
［!］,［“］,［#］,［$］,［%］,［&］,［‘］,［(］,［)］, 
［=］,［-］,［~］,［^］,［¥］,［｜］,［`］, 
［@］［{］,［[］,［+］,［;］,［*］,［:］,［}］,［]］, 
［<］,［,］,［>］,［.］,［?］,［/］ 
とくに、ゲートウェイを行う PLCの PLCネームに [ または ] を使用すると、ゲート
ウェイ上の PLCのネットワークアドレスが 0になります。このため、ゲートウェイ上
の NCユニットと通信できなくなりますので、ご注意ください。 

 

3 [PLC機種]を設定します。 
[PLC機種]の[▼]を押すと、リストが表示されます。リストの中から PLC機種を
選びます。 

お願い 
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4 [PLC機種]の右の[設定]ボタンをクリックします。[PLC機種の設定]ダイアログボ
ックスが表示されます。[CPU形式]の[▼]ボタンを押して、リストから[CPU形式]
を選択し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

5 [ネットワーク種別]を設定します。[SYSMAC WAY]（上位リンク）または[Toolbus]
（ツールバス）を選択します。 
●[SYSMAC WAY]（上位リンク）を選択した場合 
－[ネットワーク]タブの設定 

 

[FINS 相手先アドレス]：ネットワーク上の PLC に装着された NC ユニットにオ
ンライン接続する場合に設定が必要です。直接接続する PLCに装着された NCユ
ニットの場合は、初期値（ネットワーク：0、ノード：0）で使用してください。 
ネットワーク上の PLC に接続する場合の設定は、6－2 項「通信仕様の設定／変
更」を参照してくだい。 
[フレーム長]：通常は初期値で使用してください。2種類以上のネットワークを使
用する場合は、短い方のフレーム長に合わせてください。 
[レスポンス監視時間]：オンライン操作でタイムアウトが発生する場合は、このレ
スポンス監視時間を長くしてください。 
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・レスポンス監視時間は、1s～600sを設定可能です。 
・レスポンス監視時間を 10s未満に設定した場合、タイムアップが発生する場合があ
ります。 
・レスポンス監視時間は最大 600sまで設定可能です。ただし、いったんオンライン操
作（NCモニタなど）を行うと、キャンセルすることができません。したがって、長
いレスポンス監視時間を設定した場合は、レスポンス監視時間の間、CX-Positionか
らの操作ができなくてなっても問題がないかを確認し、設定してください。 

 

[上位リンク号機 No.]：接続するポートの上位リンクの号機 No.を設定します。初
期値では 0 に設定されています。上位リンクの号機 No.を変更する場合は、その
番号を設定します。 

 

－[ドライバ]タブの設定 
［SYSMAC WAY］（上位リンク）を選択した場合 

 

［接続］、［データフォーマット］を設定します。ここでの通信仕様は、CPUユ
ニット側の PLC システム設定と一致させることが必要です。詳細は、使用する
CPUユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

－［モデム］タブの設定 
モデム接続時に使用します。CX-Position をモデムを介して、PLC と接続するこ
とができます。モデム接続の詳細については、「CX-Programmer オペレーショ
ンマニュアル」（SBCA-329(Ver. 5.0)、-337(Ver. 6.1)）を参照してください。 

 

●[Toolbus］（ツールバス）を選択した場合 
－[ネットワーク]タブの設定 

 

お願い 
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設定内容は、［SYSMAC WAY］（上位リンク）を選択した場合を参照してくだ
さい。 

 
－[ドライバ]タブの設定 

 

［通信速度自動認識］を有効に設定すると、CPUユニット側の通信設定に関わら
ず、ここで設定した通信速度で通信します。 

6 設定が終わったら、［OK]ボタンをクリックします。 
プロジェクトに PLCが追加されます。 

 

■PLCを削除するには 

1 プロジェクトツリーで、削除したい PLC を選択した後、[編集]｜[削除]をクリッ
クするか、[Del]を押します。または、右クリックし、ポップアップメニューから
[削除]をクリックします。 

2 「削除してもよろしいですか？」とダイアログボックスが表示されます。[OK]を
クリックします。 
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 3－3 NCの追加 

■プロジェクト上の PLCに NCを追加するには 

PLCに対象 NCを追加します。 
 

1 プロジェクトツリーで NCユニットを追加したい PLCを選択します。 

2 [編集]｜[新規 NC]をクリック、または右クリックし、ポップアップメニューから
[新規 NC]をクリックします。 

 

3 [NC名称]（NCユニットに付ける任意の名前）を入力します。 
デフォルトは「新規 NC□（□：1～）」となっています。NC 名称は、半角換算
で 32文字まで入力可能です。 

4 [NC機種名]を設定します。 
[NC機種名]の[▼]を押すと、リストが表示されます。リストの中から NC機種を
選びます。 

5 [号機 No.]を設定します。 
NCユニットの高機能 I/Oユニットとしての号機 No.を選択します。 

6 コメントを入力します。 
コメントは半角換算 256 文字まで入力可能です。コメントは入力しなくてもかま
いません。 
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7 [OK]をクリックします。 
プロジェクトに NCが追加されます。 

 

■NCを削除するには 

1 プロジェクトツリーで、削除したい NCユニットを選択した後、[編集]｜[削除]を
クリックするか、[Del]を押します。または、右クリックし、ポップアップメニュ
ーから[削除]をクリックします。 

2 「削除してもよろしいですか？」とダイアログボックスが表示されます。[OK]を
クリックします。 
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 3－4 プロジェクトの自動設定 

■プロジェクトを自動設定するには 

オンライン接続されている状態で、オンライン接続先の PLCに装着された全 NCユニ
ットの情報を読み出して、それをもとにプロジェクトの下の指定 PLCの下の NCを自
動生成することができます。 
このとき、指定 PLCの全 NCユニットの各データもすべて読み出して、プロジェクト
に組み込むことも可能です。 

1 [編集]｜[新規 PLC]をクリック、または右クリックしてポップアップメニューから
[新規 PLC]をクリックし、PLCを作成します。 

2 プロジェクトツリー上のPLCを選択し、[オンライン]｜[プロジェクトの自動設定]
をクリックします。 

 

3 NCユニットの全データも読み出す場合は、[データを NCから転送する]をチェッ
クします。 

4 [OK]をクリックします。確認のダイアログボックスが表示されます。[OK]をクリ
ックすると、プロジェクトが自動生成されます。 
データを NCユニットから転送する場合 

 

データを NCユニットから転送しない場合 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第4章 

データ編集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
ここでは、データを編集する操作について説明します。 

本マニュアルでは、設定の範囲と操作だけを記載しています。各データの設定内容につ

いては、NCユニット本体の「ユーザーズマニュアル」を参照してください。 
参 考 
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 4－1 データ一覧 
 
NC ユニットで使用するデータは、形 CS1W-NC□□3／形 CJ1W-NC□□3 の場合 6
種類あります。それぞれのデータの項目と設定範囲、および初期値は以下のようになり
ます。 
各データの詳細については、それぞれの NC ユニットの「ユーザーズマニュアル」を
参照してください。 

●参照マニュアル 
・「位置制御ユニット 形 CS1W-NC113/133/213/233/413/433 ユーザーズマニュア

ル」（SBCE-311) 
・「位置制御ユニット 形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433 ユーザーズマニュア

ル」（SBCE-315) 
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■データ一覧 

●パラメータデータ 
項目 設定範囲 初期値 

単位設定 パルス／ミリ／インチ パルス 

パルスレート 0.0001～1.0000 (注 1) 1.0000 

出力パルス選択 CW/CCW出力／パルス/方向出力 CW/CCW出力 

出力パルス方向反転 (注 2) 反転しない／反転する 反転しない 

限界入力信号種別 N.C.接点／N.O.接点 N.C接点 

原点近傍入力信号種別 N.C.接点／N.O.接点 N.O.接点 

原点入力信号種別 N.C.接点／N.O.接点 N.O.接点 

即停止入力機能 パルス出力のみ／偏差カウンタリセット パルス出力のみ 

原点未確定指定 直前状態維持／強制原点未確定 直前状態維持 

動作モード選択 モード 0／モード 1／モード 2／モード 3 モード 0 

原点サーチ動作 (注 3) 反転モード 1／反転モード 2／一方向モード／反転
モード 3 

反転モード 1 

原点検出方法 方法 0／方法 1／方法 2／方法 3 方法 0 

原点サーチ方向 CW方向／CCW方向 CW方向 

原点サーチ時プリセット (注 2) 無効／有効 無効 

最高速度 (注 4)(注 5) 00000001～0007A120 Hex（1～500,000pps） 0007A120（500,000）

起動速度 (注 4)(注 5) 00000000～0007A120 Hex（0～500,000pps） 00000000（0） 

原点サーチ高速速度 (注 4)(注 5) 00000001～0007A120 Hex（1～500,000pps） 000061A8（25,000） 

原点サーチ近傍速度 (注 4)(注 5) 00000001～0007A120 Hex（1～500,000pps） 000009C4（2,500） 

原点補正データ (注 4)(注 5) C0000001～3FFFFFFF Hex 

（-1,073,741,823～+1,073,741,823パルス） 

00000000（0） 

バックラッシュ補正データ (注 4)(注 5) 0000～270F Hex（0～9,999パルス） 0000（0） 

バックラッシュ補正速度 (注 4)(注 5) 00000000～0007A120 Hex（0～500,000pps） 00000000（0） 

加減速時間指定(注 6) 最高速度時間／目標速度時間 最高速度時間 

加減速カーブ 台形／S字 台形 

原点サーチ加速時間 (注 4) 00000000～0003D090 Hex（0～250,000ms） 00000064（100） 

原点サーチ減速時間 (注 4) 00000000～0003D090 Hex（0～250,000ms） 00000064（100） 

位置決め監視時間 (注 4) 0000～270F Hex（0～9,999）(注 7) 270F（9,999） 

CCW側ソフトリミット (注 4)(注 5) C0000001～3FFFFFFF Hex 

（-1,073,741,823～+1,073,741,823パルス） 

C0000001 

（-1,073,741,823） 

CW側ソフトリミット (注 4)(注 5) C0000001～3FFFFFFF Hex 

（-1,073,741,823～+1,073,741,823パルス） 

3FFFFFFF 

（+1,073,741,823） 

起動パルス指定 250pps／最高速度 250pps 

注 1：単位設定をパルスに設定した場合、「1」固定となります。 
注 2：NC ユニットのユニットバージョン表記なしタイプ、およびユニットバージョン 2.1 以前の場合（内部システ

ムソフトのバージョンが 2.1 以前の場合）、初期値以外の値を設定すると、パソコンから NC ユニットへデー
タをダウンロードできません。その場合、初期値のままでご使用ください。また、CX-Positionバージョン 2.0
以前においては設定できません。 

注 3：NC ユニットのユニットバージョン表記なしタイプ、およびユニットバージョン 2.1 以前の場合（内部システ
ムソフトのバージョンが 2.1以前の場合）、反転モード 3を設定すると、パソコンから NCユニットへデータ
をダウンロードできません。また、CX-Positionバージョン 2.0以前においては設定できません。 

注 4：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。 
注 5：表中の値は設定単位が「パルス」の場合です。設定単位が「ミリ」または「インチ」で、パルスレートが 1以

外に設定されている場合、表示される値は変わります。各設定値×パルスレートとなります。パラメータデー
タ以外に、以下のデータにも影響します。 
・位置データ 
・ゾーンデータ 
・速度データ 
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注 6：NCユニットのユニットバージョンが表記なしタイプ（内部システムソフトのバージョンが 1.0）の場合、「目
標速度時間」を設定すると、パソコンから NCユニットへデータをダウンロードするときにエラーとなります。
その場合、初期値の「最高速度時間」のままでご使用ください。 
なお、NC ユニットのユニットバージョンと内部システムソフトのバージョンの対応および各確認方法につい
ては、本マニュアルの前付けの「NCユニットの「ユニットバージョン」について」の「■NCユニットのユニ
ットバージョンと内部システムソフトバージョンの関係、および各確認方法」を参照してください。 

注 7：動作モードが「モード 2」または「モード 3」の場合だけ設定が必要です。 

●シーケンスデータ（X/Y/Z/U軸：No.0～99） 

形 CS1W-NC113/133／形 CJ1W-NC113/133の場合は X軸だけ、形 CS1W-NC213/233
／形 CJ1W-NC213/233の場合は、X軸と Y軸だけの設定となります。表示形式の設定
により、16進／10進のいずれかで入力可能です。 

項目 設定範囲 

位置データ (注 1)(注 2) C0000001～3FFFFFFF Hex（-1,073,741,823～+1,073,741,823）（パ
ルス） 

軸指定 X／Y／Z／U 

出力コード (注 1) 00～0F Hex（0～15） 

位置指定 0（絶対位置）／1（相対位置） 

終了パターン (注 1) 00～06 Hex（0～6） 

ドウェルタイマ No. (注 1) 00～13 Hex（0～19） 

加速時間 No. (注 1) 0～9 Hex（0～9） 

減速時間 No. (注 1) 0～9 Hex（0～9） 

起動速度 No. (注 1) 00～63 Hex（0～99） 

目標速度 No. (注 1) 00～63 Hex（0～99） 

注 1：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。 
注 2：表中の値は設定単位が「パルス」の場合です。設定単位が「ミリ」または「インチ」で、

パルスレートが 1 以外に設定されている場合、表示される値は変わります。各設定値×パ
ルスレートとなります。 

●速度データ（X/Y/Z/U軸：No.0～99） 

形 CS1W-NC113/133／形 CJ1W-NC113/133の場合は X軸だけ、形 CS1W-NC213/233
／形 CJ1W-NC213/233の場合は、X軸と Y軸だけの設定となります。表示形式の設定
により、16進／10進のいずれかで入力可能です。 

項目 設定範囲 

速度データ (注 1)(注 2) 00000000～000F4240 Hex（0～1,000,000）（pps） 

注 1：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。 
注 2：表中の値は設定単位が「パルス」の場合です。設定単位が「ミリ」または「インチ」で、

パルスレートが 1以外に設定されている場合、表示される値は変わります。 

上記の設定範囲は、補間速度として設定可能ですが、各軸の速度に分解したときの速度

が最大 500,000（pps）、もしくはパラメータデータで設定した最高速度を超えないよ
うに設定してください。 

●加速時間データ／減速時間データ（X/Y/Z/U軸：No.1～9） 

形 CS1W-NC113/133／形 CJ1W-NC113/133の場合は X軸だけ、形 CS1W-NC213/233
／形 CJ1W-NC213/233の場合は、X軸と Y軸だけの設定となります。表示形式の設定
により、16進／10進のいずれかで入力可能です。 

項目 設定範囲 

加速時間データ (注) 00000000～0003D090 Hex（0～250,000）（ms） 

減速時間データ (注) 00000000～0003D090 Hex（0～250,000）（ms） 

注：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。 

お願い 
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●ドウェルタイマデータ（X/Y/Z/U軸：No.1～19） 

形 CS1W-NC113/133／形 CJ1W-NC113/133の場合は X軸だけ、形 CS1W-NC213/233
／形 CJ1W-NC213/233の場合は、X軸と Y軸だけの設定となります。表示形式の設定
により、16進／10進のいずれかで入力可能です。 

項目 設定範囲 

ドウェルタイマデータ (注) 0000～03E7 Hex（0.00～9.99）（s） 

注：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。 

●ゾーンデータ（X/Y/Z/U軸：ゾーン 0～ゾーン 2） 

形 CS1W-NC113/133／形 CJ1W-NC113/133の場合は X軸だけ、形 CS1W-NC213/233
／形 CJ1W-NC213/233の場合は、X軸と Y軸だけの設定となります。表示形式の設定
により、16進／10進のいずれかで入力可能です。 

項目 設定範囲 

ゾーンデータ (注 1)(注 2) C0000001～3FFFFFFF Hex（-1,073,741,823～+1,073,741,823）（パル
ス） 

注 1：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。 
注 2：表中の値は設定単位が「パルス」の場合です。設定単位が「ミリ」または「インチ」で、

パルスレートが 1 以外に設定されている場合、表示される値は変わります。各設定値×パ
ルスレートとなります。 



4－2 データ編集の画面 

4-6 

4 

デ
ー
タ
編
集 

 4－2 データ編集の画面 
 
下記の操作により、新規プロジェクトを作成、または既存のプロジェクトを開くと、次
の画面が表示されます。 
 
新規プロジェクトの場合 
・[ファイル]｜[新規プロジェクト作成］をクリック 
・[Ctrl]＋[N]を押す 

・ツールバーの （新規プロジェクト作成）をクリック 
既存のプロジェクトの場合 
・[ファイル]｜[既存のプロジェクトを開く]をクリックした後、プロジェクトを選択 
・[Ctrl]＋[O]を押した後、プロジェクトを選択 

・ツールバーの （開く）をクリックした後、プロジェクトを選択 
注：既存のプロジェクトを開く操作については、「第 5章 プロジェクトの保存／読み出し」を
参照してください。 

 
例：新規にプロジェクトを作成したときの画面 
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■データ編集画面を表示させるには 

各データ編集画面は、以下の操作により、プロジェクトウィンドウに表示されます。 

各編集画面を表示させるには 

各編集画面を表示させる場合は、プロジェクトツリーを表示させた状態で、指定 NC
の表示させたいデータを選択し、ダブルクリックするか、または[Enter]を押します。 
なお、データ編集画面は、2軸制御の NCユニットの場合は、X軸と Y軸の編集画面、
4軸制御の NCユニットの場合は、X軸、Y軸、Z軸、U軸すべての編集画面が表示さ
れます。 

●パラメータデータ編集画面を表示させるには 

1 プロジェクトツリーの NC の下の[パラメータ]をダブルクリックするか、または
[パラメータ]をクリックした後、[Enter]を押します。 

2 以下の画面が表示されます。 

 

●シーケンスデータ編集画面を表示させるには 

1 プロジェクトツリーの NC の下の[シーケンス]をダブルクリックするか、または
[シーケンス]をクリックした後、[Enter]を押します。 

2 以下の画面が表示されます。 
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●速度データ編集画面を表示させるには 

1 プロジェクトツリーの NCの下の[速度]をダブルクリックするか、または[速度]を
クリックした後、[Enter]を押します。 

2 以下の画面が表示されます。 

 

●加減速データ編集画面を表示させるには 

1 プロジェクトツリーの NC の下の[加減速]をダブルクリックするか、または[加減
速]をクリックした後、[Enter]を押します。 

2 以下の画面が表示されます。 

 



4－2 データ編集の画面 

4-9 

4 

デ
ー
タ
編
集 

●ドウェルタイマデータ編集画面を表示させるには 

1 プロジェクトツリーの NC の下の[ドウェル]をダブルクリックするか、または[ド
ウェル]をクリックした後、[Enter]を押します。 

2 以下の画面が表示されます。 

 

●ゾーンデータ編集画面を表示させるには 

1 プロジェクトツリーの NC の下の[ゾーン]をダブルクリックするか、または[ゾー
ン]をクリックした後、[Enter]を押します。 

2 以下の画面が表示されます。 
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すべての編集画面を表示させるには 

すべての編集画面を表示させる場合は、NCを選択した後、[編集]｜[NC全ての編集画
面を開く]をクリックします。 
 
例：すべての編集画面の表示 

 

データ編集画面が複数表示されている場合は、編集したい画面をクリックし、アクティ
ブにした後、各データを編集します。 

各編集画面のウィンドウ操作をするには 

データ編集画面個々の表示／アイコン化／整列／閉じる操作は、[ウィンドウ]メニュー
より行います。 
メインメニュー サブメニュー 内容 

[全ウィンドウ表示] アイコン化された全データ編集画面を表示します。 

[全アイコン化] すべてのデータ編集画面をアイコン化します。 

[重ねて表示] データ編集画面を重ねて表示します。 

[水平に並べて表示] データ編集画面を水平に並べて表示します。 

[垂直に並べて表示] データ編集画面を垂直に並べて表示します。 

[アイコンの整列] アイコン化されているデータ編集画面を整列させます。

[全て閉じる] データ編集画面をすべて閉じます。 

[ウィンドウ] 

[プロジェクト] プロジェクトツリーにフォーカスを移動します。 
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データ編集画面の表示とアイコン化は、画面右上のボタンを直接クリックして実行する
こともできます。 
アイコン化されたデータ編集の画面、または各データ編集画面のタイトルバーの左側を
クリックすると、次のメニューが表示されます。 
 
アイコン化されている場合 データ編集画面が表示されている場合 

  

メニューでの機能は以下のとおりです。 
名称 機能 

[元のサイズに戻す] アイコン化されたデータ編集画面をプロジェクトウィンドウに表示し
ます。 

[移動] データ編集画面を移動します。 

[サイズ変更] データ編集画面のサイズを変更します。 

[最小化] データ編集画面をアイコン化します。 

[閉じる] データ編集画面を閉じます。 

[最大化] アイコン化されたデータ編集画面をプロジェクトウィンドウいっぱい
に表示します。 

[次のウィンドウ] 次のデータ編集画面をアクティブにします。 
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■データを編集するには 

各データは、各データ編集画面で、ドロップダウンリストから項目を選ぶか、または直
接数値を入力することにより、設定します。データ種類ごとに、下記のいずれかの方法
により、設定します。 

データを入力するには 

●ドロップダウンリストから項目を選択するデータの場合 

1 データ編集画面で、設定したいデータを選択し、[▼]をクリックするか、または[ス
ペース]を押します。 
例：「単位設定」の画面 

 

2 ドロップダウンリストから直接クリックして選択します。項目が反転表示されま
す。反転した状態で[↑]、[↓]キーを押してドロップダウンリストから選択するこ
ともできます。または項目の「：」の前に付いている数値を直接入力して選ぶこ
ともできます（上記の例で、「1：ミリ」を選ぶ場合、「1」を入力して選ぶこと
もできます）。 

3 [Enter]を押します。反転表示でなくなり、データが確定します。 

●直接数値を入力するデータの場合 

1 データ編集画面で、設定したいデータを選択し、直接データを入力します。 

2 [Enter]、[↑]、または[↓]を押します。データが確定します。 
 
注 1：データは 10 進／16 進のいずれかで表示することができます（後述の「■データの表示形

式を切り替えるには」参照）。 
注 2：データ編集画面がアクティブなときは、以下のように、ステータスバーの左端に入力可能

範囲が表示されます。 

 

入力可能範囲が表示されます。 

 
確定前の入力データは、[BS]を押すと 1文字削除されます。 

・数値は、半角で入力してください。 
・数値を入力するとき、0.□□と入力する場合、必ず 0から入力してください。小数点
から入力（.□□）することはできません。 
 

お願い 
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カーソルを移動するには 

各データ編集画面では、矢印キー（↑↓←→：上下左右）を押してカーソルを移動させ
るか、または直接クリックして移動させます。 

画面を移動するには 

データが 1画面で表示できない場合は、[PageDown]を押すか、または画面右側のスク
ロールバーを使用して表示させます。 
[PageDown]、または[PageUp]を押すか、スクロールバーの[▼][▲]をクリックすると、
画面がスクロールします。 

■データの表示形式を切り替えるには 

データは、各データ編集画面ごとに、10進／16進のいずれかで表示することができま
す。 

●現在のデータ表示形式を切り替えるときは 
表示形式を切り替えるときは、各データ編集画面ごとに、[表示]｜[表示切り替え]で、
[16進]または[10進]をチェックします。右クリックして、ポップアップメニューから[16
進]または[10進]をクリックして切り替えることもできます。 
例：速度データ 
・10進表記 ・16進表記 

 

→

  

●起動時のデータ表示形式を切り替えるときは 
CX-Position起動時の表示形式は、[ツール]｜[オプション]の[デフォルト表示設定]で設
定します。起動時は 10 進表示になっています。16 進表示に切り替えるときは、16 進
表示のラジオボタンをチェックします。 
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■データをクリアするには 

設定したパラメータデータを初期値にする「デフォルトクリア」と、パラメータデータ
以外のデータの指定範囲をクリアする「クリア」を行うことができます。 

●デフォルトクリアする（初期値に戻す）には 
軸単位でパラメータデータをデフォルトクリアする（初期値に戻す）場合は、以下の操
作で行います。 

1 パラメータデータ編集画面がアクティブな状態で、[編集]｜[デフォルトクリア]を
クリック、または右クリックしてポップアップメニューから[デフォルトクリア]
をクリックします。 

 

2 デフォルトクリアする軸をチェックします。 

3 [OK]をクリックします。 

4 「デフォルト値を設定してもよろしいですか？」と確認のダイアログボックスが
表示されます。[OK]をクリックします。 

●指定範囲をクリアするには 
パラメータデータ以外のデータをクリアすることができます。 

1 パラメータデータ以外の編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を
指定します。範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。 

 

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。または右クリックしてポップアップメニュー
から[クリア]をクリックします。 

 

注：[編集]メニューでは、パラメータデータがアクティブな場合[デフォルトクリア]、パラメータ
データ以外がアクティブな場合[クリア]が選択可能となり（表示され）ます。 
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■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには 

2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。 
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。 

●対象となる NCユニット 
4軸制御：形 CS1W-NC413/NC433／形 CJ1W-NC413/NC433 
2軸制御：形 CS1W-NC213/NC233／形 CJ1W-NC213/NC233 

●コピーできるデータ 
以下に示すデータを、1回の操作ですべてコピーします。 
・パラメータデータ 
・シーケンスデータ 
・速度データ 
・加減速時間データ 
・ドウェルタイマデータ 
・ゾーンデータ 

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。 

 

2 [コピー元]で、コピー元の軸をクリックします。 
[軸コピー]をクリックしたときは、[コピー元]が X軸、[コピー先]が Y軸になって
います。 
他軸へのコピー機能ですので、[コピー元]と[コピー先]に同じ軸を選択することは
できません。 
 
4軸制御の NCユニットの場合、[コピー先]で選択されている軸を[コピー元]でク
リックすると、[コピー先]の軸は次の軸（Y軸→Z軸→U軸→X軸の順）が自動的
に選択されます。 
[コピー先]は、クリックすることにより、複数の軸を指定することもできます（た
だし、[コピー元]で選択した軸は指定できません）。 
 
2軸制御の NCユニットの場合は、[コピー元]で Y 軸をクリックすると、[コピー
先]は自動的に X軸に変わります。[コピー元]で X軸をクリックすると、[コピー先]
は自動的に Y軸に変わります。 

3 コピー先を変更するときは、クリックして選びます。 

4 [コピー元]と[コピー先]を確認し、[OK]をクリックします。 
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 4－3 パラメータデータの編集 

■パラメータデータの編集画面 

プロジェクトツリー上で「パラメータ」を選択した後、ダブルクリックするか、または
[Enter]を押します。 
 
例：4軸制御の NCユニットのパラメータデータ編集画面 

 

■パラメータデータを編集するには 

データ項目を選択するか、またはデータを直接入力します。 
データの編集方法については、「■データを編集するには」（4-14ページ）を参照して
ください。 

データを入力するには 

●ドロップダウンリストから項目を選択するデータの場合 

1 データ編集画面で、設定したいデータを選択し、[▼]をクリックするか、または[ス
ペース]を押します。 

2 ドロップダウンリストから直接クリックして選択します。項目が反転表示されま
す。反転した状態で[↑]、[↓]キーを押してドロップダウンリストから選択するこ
ともできます。または項目の「：」の前に付いている数値を直接入力して選ぶこ
ともできます。 

3 [Enter]を押します。反転表示でなくなり、データが確定します。 

●直接数値を入力するデータの場合 

1 データ編集画面で、設定したいデータを選択し、直接データを入力します。 

2 [Enter]、[↑]、または[↓]を押します。データが確定します。 
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●デフォルトクリアする（初期値に戻す）には 
軸単位でパラメータデータをデフォルトクリアする（初期値に戻す）場合は、以下の操
作で行います。 
デフォルトクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-16ページ）を
参照してください。 

1 パラメータデータ編集画面がアクティブな状態で、[編集]｜[デフォルトクリア]を
クリックします。 

2 デフォルトクリアする軸をチェックします。 

3 [OK]をクリックします。 

4 「デフォルト値を設定してもよろしいですか？」と確認のダイアログボックスが
表示されます。[OK]をクリックします。 

●軸コピー 
2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。 
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。 
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-17
ページ）を参照してください。 

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。 

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。 

3 [OK]をクリックします。 
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 4－4 シーケンスデータの編集 

■シーケンスデータの編集画面 

プロジェクトツリー上で「シーケンス」を選択した後、ダブルクリックするか、または
[Enter]を押します。 
1軸制御の NCユニットの場合は、テーブル切り替え用タブはテーブル 1だけ、2軸制
御の NCユニットの場合は、テーブル 1とテーブル 2だけとなります。 
 
例：4軸制御の NCユニットのシーケンスデータ編集画面 

 

■シーケンスデータを編集するには 

使用するシーケンスデータの各項目を順番に入力します。データの編集方法については、
「■データを編集するには」（4-14ページ）を参照してください。 
各項目の設定内容と範囲は、以下のとおりです。 

項目 設定範囲 

位置データ パルス：C0000001～3FFFFFFF Hex（-1,073,741,823～+1,073,741,823） 

ミリ／インチ：上記設定値×パルスレート 

軸指定 X／Y／Z／U 

出力コード 00～0F Hex（0～15） 

位置指定 0（絶対位置）／1（相対位置） 

終了パターン 00～06 Hex（0～6） 

0：単独 1：自動 2：連続 3：バンク終了 4：速度制御 5：割込定寸
送り（進行方向指定） 6：割込定寸送り（反対方向指定） 

ドウェルタイマ No. 00～13 Hex（0～19）（0指定は時間待ちを行わない） 

加速時間 No. 0～9 Hex（0～9）（0指定はパラメータデータの加速時間を使用） 

減速時間 No. 0～9 Hex（0～9）（0指定はパラメータデータの加速時間を使用） 

起動速度 No. 00～63 Hex（0～99） 

目標速度 No. 00～63 Hex（0～99） 

 
テーブル 1～テーブル 4は、軸の割り当ては特にありませんが、各テーブル間で同一シ
ーケンスについて軸指定を重複することはできません。 

テーブルを切
り替えるタブ 
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例：4軸制御の NCユニットのシーケンスデータ（テーブル 1）の No.0～No.3を設定
した画面 

 

●データをクリアする（初期値に戻す）には 
指定したデータをクリアします。 
データクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-16ページ）を参照
してください。 

1 シーケンスデータ編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を指定し
ます。範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。 

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。 

●軸コピー 
2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。 
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。 
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-17
ページ）を参照してください。 

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。 

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。 

3 [OK]をクリックします。 
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 4－5 速度データの編集 

■速度データの編集画面 

プロジェクトツリー上で「速度」を選択した後、ダブルクリックするか、または[Enter]
を押します。 
 
例：4軸制御の NCユニットの速度データ編集画面 

 

■速度データを編集するには 

速度データは、00000000～000F4240 Hex（0～1,000,000）（pps）の範囲で入力しま
す。ただし、「パルスレート」が「1」以外の場合は、上記の設定範囲×パルスレート
となります。 

データの編集方法については、「■データを編集するには」（4-14ページ）を参照して
ください。 

上記の設定範囲は、補間速度として設定可能ですが、各軸の速度に分解したときの速度

が最大 500,000（pps）、もしくはパラメータデータで設定した最高速度を超えないよ
うに設定してください。 
 
例：速度データ編集画面 

 

お願い 
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●データをクリアする（初期値に戻す）には 
指定したデータをクリアします。 
データクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-16ページ）を参照
してください。 

1 速度データ編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を指定します。
範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。 

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。 

●軸コピーするには 
2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。 
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。 
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-17
ページ）を参照してください。 

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。 

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。 

3 [OK]をクリックします。 
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 4－6 加減速時間データの編集 

■加減速時間データの編集画面 

プロジェクトツリー上で「加減速」を選択した後、ダブルクリックするか、または[Enter]
を押します。 
 
例：4軸制御の NCユニットの加減速時間データ編集画面 

 

■加減速時間データを編集するには 

加速時間データ／減速時間データは、00000000～0003D090 Hex（0～250,000）（ms）
の範囲で入力します。 

データを入力して[Enter]を押すと、カーソルは次 No.データへ移動します。 

データの編集方法については、「■データを編集するには」（4-14ページ）を参照して
ください。 
 
例：加減速時間データ編集画面 
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●データをクリアする（初期値に戻す）には 
指定したデータをクリアします。 
データクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-16ページ）を参照
してください。 

1 加減速データ編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を指定します。
範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。 

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。 

●軸コピーをするには 
2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。 
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。 
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-17
ページ）を参照してください。 

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。 

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。 

3 [OK]をクリックします。 
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 4－7 ドウェルタイマデータの編集 

■ドウェルタイマデータの編集画面 

プロジェクトツリー上で「ドウェル」を選択した後、ダブルクリックするか、または
[Enter]を押します。 
 
例：4軸制御の NCユニットのドウェルタイマデータ編集画面 

 

■ドウェルタイマデータを編集するには 

ドウェルタイマデータは、0000～03E7 Hex（0.00～9.99）（s）の範囲で入力します。 

データの編集方法については、「■データを編集するには」（4-14ページ）を参照して
ください。 
 
例：ドウェルタイマデータ編集画面 
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●データをクリアするには 
指定したデータをクリアします。 
データクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-16ページ）を参照
してください。 

1 ドウェルタイマデータ編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を指
定します。範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。 

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。 

●軸コピーをするには 
2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。 
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。 
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-17
ページ）を参照してください。 

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。 

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。 

3 [OK]をクリックします。 
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 4－8 ゾーンデータの編集 

■ゾーンデータの編集画面 

プロジェクトツリー上で「ゾーン」を選択した後、ダブルクリックするか、または[Enter]
を押します。 
 
例：4軸制御の NCユニットのゾーンデータ編集画面 

 

■ゾーンデータを編集するには 

ゾーンデータの設定範囲は以下のようになります。 

パルス：C0000001～3FFFFFFF Hex（-1,073,741,823～+1,073,741,823）（パルス） 

ミリ／インチ：上記設定範囲×パルスレート 
データの編集方法については、「■データを編集するには」（4-14ページ）を参照して
ください。 
 
例：ゾーンデータ編集画面（16進表示の例） 
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●データをクリアする（初期値に戻す）には 
指定したデータをクリアします。 
データクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-16ページ）を参照
してください。 

1 ゾーンデータ編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を指定します。
範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。 

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。 

●軸コピーをするには 
2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。 
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。 
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-17
ページ）を参照してください。 

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。 

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。 

3 [OK]をクリックします。 
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第5章 

プロジェクトの保存／ 
読み出し 

 

 

 

 

 

 
ここでは、作成したプロジェクトの保存と作成したプロジェクトを読み出す操作につい
て説明します。 
 
 
 
 
 



5－1 プロジェクトの保存 

5-2 

5 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
保
存
／
読
み
出
し 

 5－1 プロジェクトの保存 

■プロジェクトを保存するには 

プロジェクトを保存するときは、[ファイル]｜[プロジェクトの上書き保存]、または[フ
ァイル]｜[プロジェクトに名前を付けて保存]をクリックします。 

初めて作成したプロジェクトを保存するとき、またはプロジェクト名を変更して保存す
る場合は、[プロジェクトに名前を付けて保存]をクリックします。 

一度保存したプロジェクトを編集し、同じ名前で保存するときは、[プロジェクトの上
書き保存]をクリックします。 

●名前を付けて保存するには 

1 [ファイル]｜[プロジェクトに名前を付けて保存]をクリックすると、プロジェクト
名を入力する画面が表示されます。 

 

2 [保存する場所]、[ファイル名]、[ファイルの種類]を入力、または選択した後、[保
存]をクリックします。 
[保存する場所]は、[▼]をクリックして選択します。デフォルトは、CX-Position
がインストールされたフォルダ（ここでは「CX-Position」）になっています。 
[ファイルの種類]は、CX-Positionのプロジェクトとして保存しますので、デフォ
ルトの「(＊.nci)」としてください。 
 



エラー! スタイルが定義されていません。 
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 5－2 プロジェクトの読み出し 

■プロジェクトを読み出すには 

一度保存したプロジェクトを読み出すときは、[ファイル]｜[既存のプロジェクトを開
く]をクリックします。 

1 [ファイル]｜[既存のプロジェクトを開く]をクリックします。 

 

2 [ファイルの場所]で、プロジェクトの保存先のドライブ、フォルダを選択します。 

3 プロジェクト名を入力するか、またはファイル一覧からプロジェクトをクリック
します。 
｢ファイルの種類]は「(＊.nci)」としてください。 

4 [開く]をクリックします。 
 

CX-Position Ver.1.0で作成したプロジェクトファイルを CX-Position Ver.2.□で開くと
き、再度 PLCの設定（[PLC機種変更]ダイアログボックスでの設定）が必要となりま
す（3-2項「PLCの追加」を参照）。 
CX-Position Ver.2.□で保存したプロジェクトファイルを、CX-Position Ver.1.0で読み
出すことはできません。また、CX-Position Ver.2.1のプロジェクトファイルを
CX-Position Ver.2.0で読み出した後に上書き保存を実行すると、CX-Position Ver.2.1
で追加されたパラメータの設定データは保存できません。 
上書き保存を防ぐには、[プロジェクトに名前を付けて保存]によって保存してください
（5-1項「プロジェクトの保存」を参照）。 

お願い 
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■C200HW-NC□□□の NCデータをインポートするには 

SYSMAC-NCT で作成した、C200HW-NC□□□のデータをプロジェクトの NC デー
タとして読み込む（インポートする）ことができます。 

1 [ファイル]｜[インポート]をクリックします。 

 

2 [ファイルの場所]で、インポートするファイルの保存先のドライブ、フォルダを選
択します。 

3 ファイル名を入力するか、またはファイル一覧からファイルをクリックします。 
｢ファイルの種類]は「(＊.ncm)」としてください。 

4 [開く]をクリックします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6章 

データの転送／照合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
ここでは、パソコン（CX-Position）と NCユニットとの間でデータを転送／照合する
操作と、NCユニットへ転送したデータを NCユニットのフラッシュメモリに書き込む
操作について説明します。 

パソコンと PLCが接続ケーブルで接続され、オンライン接続ができていることを確認
してからデータの転送／照合／フラッシュメモリへの書き込みを実行してくだい。 
「2－2 PLCとの接続」参照 
 

お願い 
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 6－1 オンライン接続のための初期設定 
 
CX-Positionは、PLCにオンライン接続して、以下の機能を実現できます。 
・データの転送（ダウンロード、アップロード） 
・プロジェクトの自動設定 
・データの照合 
・フラッシュメモリ書き込み 
・NCモニタ 
・多号機モニタ 
・運転用リレーエリアモニタ 
・運転用データエリアモニタ 
・NCユニットの異常履歴の表示 
 
CX-Position をシリアル通信（上位リンクまたはツールバス）で PLC にオンライン接
続をして、上記機能を実現するために、あらかじめ CPU ユニット側、または NSJ コ
ントローラ部で以下の設定が必要です。 

■CPUユニット／NCユニットの初期設定 

1）NCユニットの号機 No.の設定（前面ロータリスイッチによる設定） 
2）CPUユニット、または NSJコントローラ部のディップスイッチの設定 

a）Toolbus（ツールバス）による通信を行う場合： 
・ペリフェラルポートを使用する場合は、SW4を OFFに設定、または SW4を ON
に設定しさらに PLC システム設定を設定（PLC システム設定アドレス 144 を
0400Hexに設定）してください。 

・RS-232Cポートを使用する場合は、SW5を ONに設定、または SW5を OFFに
設定しさらに PLC システム設定を設定（PLC システム設定アドレス 160 を
0400Hexに設定）してください。 

b）SYSMAC WAY（上位リンク）による通信を行う場合： 
・ペリフェラルポートを使用する場合は、SW4を ONに設定、または SW4を OFF
に設定しさらに PLCシステム設定を設定（PLCシステム設定アドレス 144をデ
フォルトの 0000Hex に設定、ただしデフォルトから変更していなければそのま
ま）してください。 

・RS-232Cポートを使用する場合は、SW5を OFFに設定、または SW5を ONに
設定しさらに PLCシステム設定を設定（PLCシステム設定アドレス 160をデフ
ォルトの 0000Hexに設定、ただしデフォルトから変更していなければそのまま）
してください。 

3）I/Oテーブルの作成操作（CX-Programmerまたはプロコンによる） 
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 6－2 通信仕様の設定／変更 

■PLCと直接接続する 

ツールバスまたは上位リンクで、PLCと直接接続する場合は、PLCを追加したときに
すでに通信仕様は設定されています。 
詳細は、「3－2 PLC の追加」を参照してください。通信仕様を変更、または確認す
る場合は、[プロパティ]で行います。 

・CX-Programmerや、CX-Protocolと同時に使用する場合、PLCの通信設定を同じに
設定してください。 

 もし異なる通信設定をした場合、通信異常が発生します。 
・CX-Programmerと CX-Protocol等のツールと同時に使用している場合、通信エラー
（タイムアップ）が発生することがあります。このような場合は、通信のレスポンス
監視時間を延ばしてください。 

1 プロジェクトワークスペースで、対象 NCユニットが登録されている PLCにカー
ソルを移動し、右クリックし、メニューから[プロパティ]を選びます。 

 

変更する場合は、設定し直して[OK]をクリックします。 
転送／照合／フラッシュメモリへの書込の操作については、「6－3 データをダ
ウンロードする」、「6－4 データをアップロードする」、「6－5 データを照
合する」、「6－6 データをフラッシュメモリに書き込む」を参照してください。 

お願い 
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■ネットワーク上の PLCと接続する 

ここでは、ネットワーク上の PLCと通信するための設定方法を説明します。 
この設定を行うと、CX-Positionで作成／設定したデータ、NCユニットの転送／照合
／フラッシュメモリへの書込／モニタなどすべてのオンライン機能が、ネットワーク上
の PLCに装着された NCユニットに対して使用できます。 
以下に示すシステム例を使って、ネットワーク上の PLCと接続するための設定方法を
説明します。 
CX-Position から「PLC000」を経由して、ネットワーク上の「PLC100」へオンライ
ン接続します。ネットワークタイプは[Toolbus]とします。 

PLC名称：PLC000
PLC機種：CS1H
ノードアドレス：0

CX-Position PLC名称：PLC100
PLC機種：CS1H-H
ノードアドレス：1

ツールバス
または
上位リンク

ネットワーク（例：Controller Link）
NCユニット

 

「PLC000」は、すでにプロジェクトに登録されていて、「PLC100」をプロジェクト
に追加するときに、ネットワーク設定を行うものとします。 

1 プロジェクトワークスペースのプロジェクトをクリックし、ツールバーの  を
クリックするか、[編集]｜[新規 PLC]を選びます。[PLCの追加]ダイアログボック
スが表示されます。[PLCネーム]、[PLC機種]、[ネットワーク種別]を以下のよう
に設定します。 
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2 [ネットワーク種別]選択ボックスの右側にある[設定]ボタンをクリックします。[ネ
ットワークの設定[Toolbus]]の[ネットワーク]タブの内容が表示されます。以下の
ように設定します。 

自ネットワーク内の通信なので、

「0」を設定します。

ノードアドレス「1」を設定します。

通常はデフォルト設定を使用します。

2種類以上のネットワークを経由する

場合は、短いほうのフレーム長に合わ

せて設定します。

タイムアウトする場合は、レスポ

ンス監視時間を増やします。

 

3 [ドライバ]タブをクリックします。以下のように設定します。 
PLC100のポートの設定は、ここでは関係ありません。[通信速度]は、CX-Position
と PLC000間の通信速度に合わせます。CSシリーズ CPUユニットの場合は、[通
信速度自動認識]を有効に設定しておくと、CPU ユニット側の通信設定に関わら
ず、ここで設定した通信速度で通信します。この例では、パソコンの通信ポート 1
と PLC000の RS-232Cポートがケーブルで接続され、CPUユニットのディップ
スイッチの SW5が ONに設定されているものとします。 

 

4 [OK]をクリックします。[PLCの追加]ダイアログボックスに戻ります。[OK]をク
リックします。プロジェクトに PLC100が追加されます。 

5 PLC100 に対象 NC ユニットを追加します。操作方法は、「3－3 NC の追加」
を参照してください。 

6 追加した NCユニットについてデータを作成します。 
これで、設定は終了です。転送／照合／フラッシュメモリへの書込の操作につい
ては、「6－3 データをダウンロードする」、「6－4 データをアップロードす
る」、「6－5 データを照合する」、「6－6 データをフラッシュメモリに書き
込む」を参照してください。 



6－3 データをダウンロードする
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 6－3 データをダウンロードする 

■指定した NCユニットに対してデータをダウンロードするには 

編集したプロジェクトのデータをパソコン（CX-Position）から NCユニットへ転送し
ます。 
 

1 プロジェクトツリーで転送先の NCユニットを選択します。 

2 [オンライン(L)]｜[NCへ転送(D)]をクリックします。 

 

3 [データの種類]で、転送するデータを選択します。すべてのデータの場合は、[全
データ]をチェックします。データを個別に指定する場合は、[指定データ]をチェ
ックした後、ダウンロードしたいデータをチェックします。 
[変更データ]をクリックすると、変更されたデータだけが選択されます。 

4 [OK]をクリックします。 
転送中に[キャンセル]を押すと、転送は中止されます。 

 



6－3 データをダウンロードする 

6-7 

6 

デ
ー
タ
の
転
送
／
照
合 

5 ダウンロードが完了すると、フラッシュメモリへの書き込みを実行するかどうか
の確認のダイアログが表示されます。 

 

6 [OK]をクリックします。 
[キャンセル]をクリックした場合、ダウンロードしたデータは PLC の電源 OFF
時まで有効です。再度電源を投入したときは、最後にフラッシュメモリに書き込
んだデータが読み出されます。 

モデム接続時は、データダウンロード後、一度回線が切断され、再度自動的に回線を接

続しフラッシュメモリに書き込まれます。 

 

■指定した PLCに装着された全 NCユニットに対して一括でデータをダウ

ンロードするには 

編集したプロジェクトのデータをパソコン（CX-Position）から、指定した PLC に装
着された全 NC ユニットへ一括転送します。 
 

1 プロジェクトツリーで PLCを選択します。 

2  [オンライン(L)]｜[NC へ転送(D)]をクリックします。 

 

 

参 考 
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3 [データの種類]で、転送するデータを選択します。すべてのデータの場合は、[全
データ]をチェックします。データを個別に指定する場合は、[指定データ]をチェ
ックした後、ダウンロードしたいデータをチェックします。 
[変更データ]をクリックすると、変更されたデータだけが選択されます。 

4 [OK]をクリックします。 
転送中に[キャンセル]を押すと、転送は中止されます。 

 

 

5 全ての NC ユニット宛のダウンロードが完了すると、フラッシュメモリへの書き
込みを実行するかどうかの確認のダイアログが表示されます。 

 

6 [OK]をクリックします。 
[キャンセル]をクリックした場合、ダウンロードしたデータは PLC の電源 OFF
時まで有効です。再度電源を投入したときは、最後にフラッシュメモリに書き込
んだデータが読み出されます。 
 

モデム接続時は、データダウンロード後、一度回線が切断され、再度自動的に回線を接

続しフラッシュメモリに書き込まれます。 

 

 

 

 

参 考 
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 6－4 データをアップロードする 

■指定した NCユニットからデータをアップロードするには 

NCユニットのデータをパソコン（CX-Position）へ転送します。 

 

1 プロジェクトツリーで転送元の NCユニットを選択します。 

2 [オンライン(L)]｜[NCから転送(U)]をクリックします。 

 

3 [データの種類]で、転送するデータを選択します。すべてのデータの場合は、[全
データ]をチェックします。データを個別に指定する場合は、[指定データ]をチェ
ックした後、アップロードしたいデータをチェックします。 

4 [OK]をクリックします。 
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■指定した PLCに装着された全 NCユニットから一括でデータをアップロ

ードするには 

指定した PLC に装着された全 NC ユニットのデータをパソコン（CX-Position）へ一
括転送します。 

1 プロジェクトツリーで転送元の PLCを選択します。 

2 [オンライン(L)]｜[NC から転送(U)]をクリックします。 

 

3 [データの種類]で、転送するデータを選択します。すべてのデータの場合は、[全
データ]をチェックします。データを個別に指定する場合は、[指定データ]をチェ
ックした後、アップロードしたいデータをチェックします。 

4 [OK]をクリックします。 
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■プロジェクトを自動設定するには 

オンライン接続されている状態で、オンライン接続先の PLCに装着された全 NCユニ
ットの情報を読み出して、それをもとにプロジェクトの下の指定 PLCの下の NCを自
動生成することができます。 
このとき、指定 PLCの全 NCユニットの各データもすべて読み出して、プロジェクト
に組み込むことも可能です。 

1 [編集]｜[新規 PLC]をクリック、または右クリックしてポップアップメニューから
[新規 PLC]をクリックし、PLCを作成します。 

2 プロジェクトツリー上のPLCを選択し、[オンライン]｜[プロジェクトの自動設定]
をクリックします。 

 

2 NCユニットの全データも読み出す場合は、[データを NCから転送する]をチェッ
クします。 

3 [OK]をクリックします。プロジェクトが自動生成されます。 
データを NCユニットから転送する場合 

 

データを NCユニットから転送しない場合 
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 6－5 データを照合する 

■指定した NCユニットに対してデータを照合するには 

パソコン（CX-Position）のデータと NCユニットのデータを照合します。 

1 プロジェクトツリーで照合先の NCユニットを選択します。 

2 [オンライン(L)]｜[照合(V)]をクリックします。 

 

3 [データの種類］で、照合するデータを選択します。すべてのデータの場合は、[全
データ]をチェックします。データを個別に指定する場合は、[指定データ]をチェ
ックした後、照合したいデータをチェックします。 
シーケンスデータの位置情報を照合対象から除く場合は、照合オプションの「シ
ーケンスデータの位置情報を除く」チェックボックスをオンにしてください。 

4 [OK]をクリックします。 
途中で[キャンセル]を押すと、照合を中止します。 
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5 照合が完了すると、次の画面が表示されます。 
[閉じる]をクリックします。照合が完了します。 

 

照合中に、照合異常（データの不一致）が発生したときは、次の画面が表示され
ます。[閉じる]をクリックします。照合を中止します。 

 

 
 

 

パソコンのデータは「10」 NCユニットのデータは
「-32766」 

X軸シーケンスデータ No.2

で照合エラーが発生したこと
を示します。 
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■指定した PLCに装着された全 NCユニットに対して一括でデータを照合

するには 

パソコン（CX-Position）のデータと指定した PLC に装着された全 NC ユニットのデ
ータを一括照合します。 

1 プロジェクトツリーで照合先の PLCを選択します。 

2 [オンライン(L)]｜[照合(V)]をクリックします。 

 

3 [データの種類］で、照合するデータを選択します。すべてのデータの場合は、[全
データ]をチェックします。データを個別に指定する場合は、[指定データ]をチェ
ックした後、照合したいデータをチェックします。 
シーケンスデータの位置情報を照合対象から除く場合は、照合オプションの「シ
ーケンスデータの位置情報を除く」チェックボックスをオンにしてください。 

4 [OK]をクリックします。 
途中で[キャンセル]を押すと、照合を中止します。 

5 照合が完了すると、次の画面が表示されます。 
[閉じる]をクリックします。照合が完了します。 
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照合中に、照合異常（データの不一致）が発生したときは、次の画面が表示され
ます。[閉じる]をクリックします。照合を中止します。 
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 6－6 データをフラッシュメモリに書き込む 

■データをフラッシュメモリに書き込むには 

NCユニット内のすべてのデータ、または指定したデータをフラッシュメモリへ書き込
みます。 

注意 
NCユニットへパラメータやデータを転送した後は、必ずフラッ 
シュメモリへのバックアップを行ってください。 
行わない場合は、次の電源投入時に転送前の状態に戻ってしまい、 
機器が誤動作する可能性があります。 

1 プロジェクトツリーでフラッシュメモリ書き込みを行う NC ユニットを選択しま
す。 

2 [オンライン(L)]｜[フラッシュメモリ書込み(R)]をクリックします。 

 

3 [OK]をクリックします。 

 

4 [OK]をクリックします。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第7章 

NCモニタ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
[NC モニタ]では、NC ユニットの現在位置、エラーコード、ステータスを画面に表示
します。4 ユニット分のシーケンス No.、現在位置を表示する[多号機モニタ]もありま
す。 
その他、運転用リレーエリアのモニタ、運転用データエリアのモニタ、NCユニットの
異常履歴を表示することができます。NCユニットの異常履歴表示については、「9－1 
NCユニットの異常履歴」を参照してください。 

パソコンと PLCが接続ケーブルで接続され、オンライン接続ができていることを確認
してからモニタ操作を実行してくだい。 
「2－2 PLCとの接続」参照 

お願い 
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 7－1 NCモニタ 

■NCユニットの状態をモニタするには 

[NC モニタ]では、NC ユニットの現在位置、エラーコード、シーケンス No.、入出力
の状態を画面に表示します。 
 

1 プロジェクトツリー上で、モニタしたい NCユニットをクリックした後、[オンラ
イン(L)]｜[モニタ(M)]をクリックします。 
NC モニタを実行した後、別の NC ユニットをモニタしたい場合は、[号機指定]
ドロップダウンリストから選択します。 
 
例：4軸制御の NCユニットのモニタ画面 

 

[現在位置]には、各軸の現在位置が表示されます。 
[エラーコード]には、エラーコードとエラー内容が表示されます。 
[ステータス]には、各軸のシーケンス No.と入出力の状態が表示されます。入出力
がある場合「●」で表示されます。 
 
エラーの詳細については、各 NCユニットのユーザーズマニュアルを参照するか、
または[ヘルプ]をクリックして確認してください。 



7－1 NCモニタ 
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NCモニタ中に［Ctrl］＋［V]キーを押すことで、NCユニットの「内部システムソフト
のバージョン」が、以下のように表示されます。この操作によって、NCユニットの内
部システムソフトのバージョンをご確認ください。 
なお、NCユニットの内部システムソフトのバージョンと、それに対応する機能につい
ては、「NCユニットの「ユニットバージョン」について」（P.11）を参照してくださ
い。 

 

 
 
 

参 考 
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 7－2 多号機モニタ 

■4台の NCユニットの状態を一度にモニタするには 

[多号機モニタ]では、4ユニット分の各軸のシーケンス No.、現在位置を 1つの画面に
表示します。 
 

1 プロジェクトツリー上で、PLCまたはNCユニットを選択した後、[オンライン(L)]
｜[多号機モニタ]をクリックします。 
多号機モニタ実行後は、[号機指定]ドロップダウンリストで、モニタしたい NCユ
ニットを選択し直すこともできます。 
 
例：4軸制御の NCユニットの多号機モニタ画面 

 

各軸のシーケンス No.と現在位置が表示されます。 
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 7－3 運転用リレーエリアモニタ 

■運転用リレーエリアをモニタするには 

PLC に割り付けられた運転用リレーエリア（高機能 I/O ユニット用リレーエリア）を
モニタします。 
 

1 プロジェクトツリーで、運転用リレーエリアをモニタしたい NC ユニットをクリ
ックします。 

2 [オンライン(L)]｜[運転用リレーエリアモニタ]をクリックします。 

3 [自動モニタ開始]または[手動モニタ実行]をクリックします。モニタを開始します。 
[自動モニタ開始]：[自動モニタ停止]をクリックするまで、モニタを続けます。 
[手動モニタ実行]：[手動モニタ実行]をクリックしたとき、モニタ画面の内容を更

新します。 

 

表示される運転用リレーエリアは、以下のとおりです。 

割付 CH（n = 2000+10×号機 No.） 

NC1□3 NC2□3 NC4□3 

 

X軸 X軸 Y軸 X軸 Y軸 Z軸 U軸 

指令 1 n n n+2 n n+2 n+4 n+6 

指令 2 n+1 n+1 n+3 n+1 n+3 n+5 n+7 

ステータス n+2 n+4 n+7 n+8 n+11 n+14 n+17 

入出力状態 n+3 n+5 n+8 n+9 n+12 n+15 n+18 

エラーコード n+4 n+6 n+9 n+10 n+13 n+16 n+19 

ビット単位の割付の詳細については、オンラインヘルプ、または使用する NC ユ
ニットのユーザーズマニュアルを参照してください。 
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 7－4 運転用データエリアモニタ 

■運転用データエリアをモニタするには 

PLCに割り付けられた運転用データエリア（高機能 I/Oユニット用 DMエリアまたは
任意の DM/EMエリア）をモニタします。 
 

1 プロジェクトツリーで、運転用データエリアをモニタしたい NC ユニットをクリ
ックします。 

2 [オンライン(L)]｜[運転用データエリアモニタ]をクリックします。 

3 [自動モニタ開始]または[手動モニタ実行]をクリックします。モニタを開始します。 
[自動モニタ開始]：[自動モニタ停止]をクリックするまで、モニタを続けます。 
[手動モニタ実行]：[手動モニタ実行]をクリックしたとき、モニタ画面の内容を更
新します。 
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表示される運転用データエリアは、以下のとおりです。 

割付 CH（＊1） 

NC1□3 NC2□3 NC4□3 

 

X軸 X軸 Y軸 X軸 Y軸 Z軸 U軸 

l+8 l+8 l+20 l+8 l+20 l+32 l+44 位置指令 

l+9 l+9 l+21 l+9 l+21 l+33 l+45 

l+10 l+10 l+22 l+10 l+22 l+34 l+46 速度指令 

l+11 l+11 l+23 l+11 l+23 l+35 l+47 

l+12 l+12 l+24 l+12 l+24 l+36 l+48 加速時間 

l+13 l+13 l+25 l+13 l+25 l+37 l+49 

l+14 l+14 l+26 l+14 l+26 l+38 l+50 減速時間 

l+15 l+15 l+27 l+15 l+27 l+39 l+51 

シーケンス No. l+16 l+16 l+28 l+16 l+28 l+40 l+52 

オーバーライド l+17 l+17 l+29 l+17 l+29 l+41 l+53 

ティーチングアド
レス 

l+18 l+18 l+30 l+18 l+30 l+42 l+54 

予備 l+19 l+19 l+31 l+19 l+31 l+43 l+55 

l+20 l+32 l+36 l+56 l+60 l+64 l+68 現在位置 

l+21 l+33 l+37 l+57 l+61 l+65 l+69 

シーケンス No. l+22 l+34 l+38 l+58 l+62 l+66 l+70 

出力コード l+23 l+35 l+39 l+59 l+63 l+67 l+71 

＊1：先頭チャネル lは、共通パラメータm、m+1CHの設定（m=D20000+100×号機 No.）
により異なります。使用する NCユニットのユーザーズマニュアルを参照してくださ
い。 

＊2：運転用データエリアの詳細については、使用する NCユニットのユーザーズマニュア
ルを参照してください。 
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第8章 

運転 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ここでは、運転について説明します。 
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運転設定では以下の項目を設定します。 
・RUN信号の割付け 
・ドライバアラームリセット信号の割付け 

■運転設定画面の表示 

1 プロジェクトツリーで運転を実行する NCユニットを選択します。 

2 [オンライン(L)]|[運転設定(S)]をクリックします。 

3 [運転設定]画面が表示されます。 

 

■運転設定画面の終了 

1 編集した内容を有効にするときは、[OK]をクリックします。編集した内容を破棄
するときは、[キャンセル]をクリックします。 

■運転の設定 

1 RUN 信号やドライバアラームリセット信号を割付けたい出力チャネル、ビット

No.を設定します。設定後、各軸ごとに[無効]ボタンを押し、 という状態に

することで、有効になります。 
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 8－2 運転 
運転では以下の操作が行えます。 
・各軸の RUN信号 ON／OFF 
・各軸のアラームリセット 
・JOGの実行 
・直接運転の実行 
・原点サーチの実行 

■運転画面の表示 

1 プロジェクトツリーで運転を実行する NCユニットを選択します。 

2 [オンライン(L)]|[運転(J)]をクリックします。以下の注意ダイアログが表示されま
すので、内容をよく読み、安全な状態を確認できた場合は[OK]をクリックします。 

 

3 [運転]画面が表示されます。 
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・ NCユニットのユニット Ver.2.3(内部システムソフトのバージョンが 2.3)以降の NC
ユニットでのみ、運転が実行できます。 
NCユニットのバージョンの確認方法は、「NCユニットの「ユニットバージョン」
について」（11ページ）を参照してください。 

・ PLCの動作モードがプログラムモードのときのみ、運転が実行できます。 
CX-Programmer、プロコンなどで PLCをプログラムモードに変更した後に、実行し
てください。 

■運転画面の終了 

1 右上の  をクリックします。RUN 信号を ON にしている場合、ON の状態が
保持されます。 

■JOGの実行 

1 [JOG操作]タブを表示します。 

 

2 JOGを行う軸を選択します。 

3 運転設定画面で RUN 信号の割付けを有効にしている場合（「8―1 運転設定」
参照）は、[RUN信号 ON]ボタンが有効になります（RUN信号の割付けを無効に
している場合、[RUN信号 ON]ボタンは、無効（8-3ページの手順 3の[運転]画面
参照）になっています）。 
[RUN信号 ON]ボタンを押して、RUN信号を ONの状態にしてください。 

4 JOG実行時の加速時間、減速時間、速度指定、オーバーライドの値を入力し、[適
用]ボタンを押します。JOGを実行する前に、必ず[適用]ボタンを押してください。 

5 JOG操作を実行します。 

6 軸にエラーが起きている場合は、エラーコードが表示されます。軸エラーの[リセ
ット]ボタンで、エラーを解除してください。 
さらに、[運転設定]画面で軸のドライバアラームリセット信号を割り付けている場
合（「8－1 運転設定」参照）は、ドライバのアラームも合わせてリセットします。 

お願い 
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■直接運転の実行 

1 [直接運転]タブを表示します。 

 

2 直接運転を行う軸を選択します。 

3 運転設定画面で RUN 信号の割付けを有効にしている場合（「8―1 運転設定」
参照）は、[RUN信号 ON]ボタンが有効になります（RUN信号の割付けを無効に
している場合、[RUN信号 ON]ボタンは、無効（8-3ページの手順 3の[運転]画面
参照）になっています）。 
[RUN信号 ON]ボタンを押して、RUN信号を ONの状態にしてください。 

4 加速時間、減速時間、速度指定、位置指令の値を入力し、[適用]ボタンを押します。
直接運転を実行する前に、必ず[適用]ボタンを押してください。 

5 絶対移動/相対移動を選択します。 

6  ボタンを押し、直接運転を実行します。 

7 直接運転を中止する場合は  ボタンを押します。 
 



8－2 運転 

8-6 

8 

運
転 

■原点サーチの実行 

1 [原点サーチ]タブを表示します。 

 

2 原点サーチを行う軸を選択します。 

3 運転設定画面で RUN信号の割付けを有効にしている場合（「8―1 運転設定」参
照）は、[RUN信号 ON]ボタンが有効になります（RUN信号の割付けを無効にし
ている場合、[RUN信号 ON]ボタンは、無効（8-3ページの手順 3の[運転]画面参
照）になっています）。 
[RUN信号 ON]ボタンを押して、RUN信号を ONの状態にしてください。 

4 原点サーチパラメータの設定値を確認し、正しければ、[確認]ボタンを押します。
原点サーチを実行する前に、必ず [確認]ボタンを押してください。 

 ボタンを押します。 
NCユニットに設定されているパラメータに従い、原点サーチを実行します。 

5 原点サーチを中止する場合は  ボタンを押します。 
 
 

・ JOG、直接運転、原点サーチを実行すると、設定された速度でモータが実際に動作
します。モータの動作による危険がないことを十分に確認の上、実行してください。 

・パソコンからの操作ではモータを停止できないことがあります。即時にモータを停止
できるように、外部に非常停止装置を設置してください。 

お願い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第9章 

偏差カウンタリセット出力 
 
 
 
 
 

 
ここでは、偏差カウンタリセット出力について説明します。 
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 9－1 偏差カウンタリセット出力 
 
偏差カウンタリセット出力では、偏差カウンタリセット信号の ON／OFF 制御を実行
できます。 

■偏差カウンタリセット出力画面の表示 

1 プロジェクトツリーで偏差カウンタリセット出力信号の ON／OFF を実行する
NCユニットを選択します。 

2 [オンライン(L)]|[偏差カウンタリセット出力(C)]をクリックします。 

3 以下のメッセージが表示されますので、内容をよく読み、問題のない場合は[OK]
をクリックします。 

 

4 [偏差カウンタリセット出力]画面が表示されます。 

 

 
 

・ NCユニットのユニット Ver.2.3 (内部システムソフトのバージョンが 2.3)以降の NC
ユニットでのみ、偏差カウンタリセット出力信号の ON／OFFが実行できます。 
NCユニットのユニットバージョンの確認方法は、「NCユニットの「ユニットバー
ジョン」について」（11ページ）を参照してください。 

・ PLCの動作モードがプログラムモードのときのみ、偏差カウンタリセット出力信号
の ON／OFFが実行できます。 
CX-Programmer、プロコンなどで PLCをプログラムモードに変更した後に、実行し
てください。 

 
 

お願い 
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■偏差カウンタリセット出力画面の終了 

1 右上の  をクリックします。偏差カウンタリセット出力信号が ONになってい
る軸は、OFFになります。 

■偏差カウンタリセット出力信号の ON/OFF 

1 偏差カウンタリセット出力信号を ONにしたい軸の  をクリックします。 

2  をクリックすると、偏差カウンタリセット出力信号が OFFします。 

 

 
 

ビジー状態の軸は、偏差カウンタリセット出力信号の ON／OFFを実行できません。 
 

参 考 
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第10章 

印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ここでは、データの印刷について説明します。 
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 10－1 データを印刷する 

■データを印刷するには 

すべてのデータ、または指定したデータを印刷します。 
シーケンスデータの場合は、範囲（データ No.）を指定して印刷することができます。 

1 プロジェクトツリー上で、印刷したいデータ、または NCユニットを選択します。 

2 [ファイル(F)]｜[印刷]をクリックします。 
 
例：4軸制御の NCユニットを選択した場合 

 

2軸制御の場合は、X軸と Y軸の画面、1軸制御の場合は、X軸だけの画面となり
ます。また、NCユニットを選択後[印刷]をクリックすると、すべてのデータがチ
ェックされた画面が表示されます。データを選択後[印刷]をクリックすると、選択
したデータだけがチェックされた画面が表示されます。 

3 すべてのデータを印刷する場合は、[全て選択]をクリックします。個別にデータを
印刷する場合は、そのデータをチェックします。 
シーケンスデータの場合、チェックすると、[全て]が選択されます。範囲を指定し
て印刷するときは、[範囲指定]をクリックした後、印刷を開始するデータ No.と終
了するデータ No.を入力します。 
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4 [OK]をクリックします。 
 
印字例： 
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第11章 

異常履歴とトラブルシュ
ーティング 

 
 
 
 
 

 
ここでは、NCユニットで発生した異常履歴の表示と、トラブルシューティングについ
て説明します。 
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 11－1 NCユニットの異常履歴 

■概要 

NCユニットで発生した異常を、最大 20まで記録して表示します。 
21個目が発生すると、古いものから削除されます。 

■NCユニットの異常履歴を表示させるには 

1 プロジェクトワークツリーで異常履歴を表示させたい NC ユニットをクリックし
た後、[オンライン(L)]｜[異常履歴の表示]をクリックします。 

 

［クリア］をクリックすると、異常履歴は削除されます。 

「異常コード」0350～0354は NCユニット異常です。この場合、「詳細情報」には
NCユニットのエラーコードが表示されます。 

参 考 
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■原因と処置 

各エラーコードの原因と処置の詳細については、各NCユニットのユーザーズマニュアルの「第 11章 ト
ラブルシューティング」、または[ヘルプ]｜[ユニットエラー]をクリックして、[ユニットエラーヘルプ]
を参照してください。 

電源投入時のデータチェック 

電源投入時にチェックするエラーは、次のとおりです。 

分類 項目名 エラー 
コード 

原因 解除方法 

パラメータ破壊 0001 NCユニットに保存されている各軸パラメータを使
用する場合、フラッシュメモリに保存されているパ
ラメータが破壊されています。フラッシュメモリ保
存中に、NCユニットの電源を切ったり、ノイズ、
フラッシュメモリの異常が考えられます。 

データ破壊 0002 フラッシュメモリに保存されている以下のデータ
が破壊されています。 
ゾーンデータ、シーケンスデータ、速度データ、
加減速データ、位置データ、ドウェルタイマデー
タ 

フラッシュメモリ保存中に、NCユニットの電源を
切ったり、ノイズ、フラッシュメモリの異常が考え
られます。 

この状態では、データ転送（書き込みと読み
出し）とデータ保存の操作しか実行できませ
ん。 
ユニットの各軸パラメータおよびデータ
は、すべて工場出荷値になっています。各軸
分のパラメータ、データを転送し、データ保
存を実行したあと、電源を入れ直すか、リス
タートしてください。それでも、頻繁に本異
常が発生する場合、フラッシュメモリの異常
が考えられますので、NCユニットを交換し
てください。 

データ破壊 

F-ROMチェック 
データ破壊 

0003 フラッシュメモリに保存されているフラッシュメ
モリの異常情報のデータが破壊されています（弊社
の保守用データの破壊）。フラッシュメモリ保存中
に、NCユニットの電源を切ったり、ノイズ、フラ
ッシュメモリの異常が考えられます。 

この異常が発生しても、エラーリセットを行
うことで、続けて次の操作を行うことができ
ます。 
エラーリセットを行った後、次の操作を実行
してください。 

運転用データ 
エリア指定エラー

0010 運転用データエリアの指定（mCH）が次のように
正しくありません。 
・エリア指定：00、0D、0E以外が設定されている。
・バンク指定：エリア指定で 0Eを指定している
が、00～0C以外が設定されている。 

運転用データ 
エリアチャネルエ
ラー 

0011 運転用データエリアの先頭チャネル指定
（m+1CH）が設定可能範囲をオーバーしています。

パラメータ指定エ
ラー 

0013 各軸パラメータの指定（m+2CH）で、パラメータ
指定に、00、01以外が設定されています。 

共通パラメ
ータ 

軸指定エラー 0014 各軸パラメータの指定（m+2CH）で、パラメータ
指定に 01を指定しているが、軸指定に、1軸、2
軸、4軸ユニットで搭載している軸以外の軸に 1が
設定されています。 

この状態では、データ保存の操作しか実行で
きません。また、各軸パラメータと全データ
は、すべて工場出荷値となっています。共通
パラメータのデータを修正（第 4章を参照）
したあと、電源を入れ直すか、リスタートし
てください。 

各軸パラメ
ータ 

レスポンスタイム
アウト 

0020 PLC上に設定されている各軸のパラメータを NC
ユニットで読み込めませんでした。 

CX-Programmerで設定するサイクリック監
視時間を長くして、電源を入れ直すか、リス
タートしてください。数回実施しても、再度
本エラーが発生する場合、PLC、または NC
ユニットの故障が考えられます。PLC、また
は NCユニットを交換してください。 

起動速度エラー 1000 各軸パラメータの起動速度が、各軸パラメータの最
高速度を超えています。 

起動速度 

起動パルス指定エ
ラー 

1001 各軸パラメータの起動パルス指定が、0000、0001
以外です。 

最高速度 最高速度エラー 1010 各軸パラメータの最高速度が範囲外 
（1～500kpps以外）です。 

この状態では、データ転送（書き込みと読み
出し）とデータ保存の操作しか実行できませ
ん。 
ユニットの各軸パラメータは、すべて工場出
荷値になっています。該当する各軸パラメー
タを修正したあと、電源を入れ直すか、リス
タートしてください。 
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分類 項目名 エラー 

コード 
原因 解除方法 

加速時間データエ
ラー 

1310 各軸パラメータの原点サーチ加速時間が範囲外（0
～250s以外）です。 

減速時間データ 
エラー 

1320 各軸パラメータの原点サーチ減速時間が範囲外（0
～250s以外）です。 

加減速カーブ 
エラー 

1330 各軸パラメータの加減速カーブの設定が 0、1以外
です。 

加減速デー
タ 

位置決め監視時間
エラー 

1332 各軸パラメータの位置決め監視時間が範囲外（0～
9999ms以外）です。 

原点補正エラー 1600 各軸パラメータの原点補正値が範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）で
す。 

原点サーチ高速エ
ラー 

1601 各軸パラメータの原点サーチ高速速度が各軸パラ
メータの最高速度を超えています。 

原点サーチ近傍エ
ラー 

1602 各軸パラメータの原点サーチ近傍速度が各軸パラ
メータの最高速度を超えています。 

原点サーチ速度エ
ラー 

1603 各軸パラメータの原点サーチ速度が原点サーチ高
速速度≦原点サーチ近傍速度となっています。 

動作モード選択エ
ラーエラー 

1604 各軸パラメータの動作モード選択が範囲外（0～3
以外）です。 

原点サーチ動作エ
ラー 

1605 各軸パラメータの原点サーチ動作が範囲外（0～2
以外）です。 

原点サーチ方向エ
ラー 

1606 各軸パラメータの原点サーチ方向が範囲外（0～1
以外）です。 

原点サーチ 

原点検出方法 
エラー 

1607 各軸パラメータの原点サーチ動作で「一方向モード
以外」を選択しているにもかかわらず、原点検出方
法で 0～2以外を設定しています。 

バックラッシュ補
正値エラー 

1700 各軸パラメータのバックラッシュ補正値が範囲外
（0～9,999パルス以外）です。 

バックラッ
シュ補正 

バックラッシュ補
正速度エラー 

1710 各軸パラメータのバックラッシュ補正速度が、各軸
パラメータの最高速度を超えています。 

CW限界値エラー 1800 各軸パラメータで CW側ソフトリミットが範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）で
す。 

ソフトリミ
ット 

CCW限界値 
エラー 

1801 各軸パラメータでCCW側ソフトリミットが範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）で
す。 

この状態では、データ転送（書き込みと読み
出し）とデータ保存の操作しか実行できませ
ん。 
ユニットの各軸パラメータは、すべて工場出
荷値になっています。該当する各軸パラメー
タを修正したあと、電源を入れ直すか、リス
タートしてください。 

即停止入力信号 6000 即停止入力信号が入力されています。 
CW限界停止 6100 CW限界入力信号が入力されています。 

センサ入力 

CCW限界停止 6101 CCW限界入力信号が入力されています。 

・即停止入力信号を解除したあと、パルス出
力禁止解除を実行してください。限界入力
時は、パルス出力禁止解除を実行後、限界
入力と逆方向に移動させてください。 

・各軸パラメータの信号種別（N.C./N.O.）
の設定を確認してください。 
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■指令実行時のチェック 

●データ書き込み指令時のデータチェック 
分類 項目名 エラー 

コード 
原因 解除方法 エラー発生時の

動作 
起動速度エラー 1000 各軸パラメータの起動速度が各軸パラメータの最高速

度を超えています。 
起動速度 

起動パルス指定エラー 1001 各軸パラメータの起動パルス指定が、0000、0001以外
です。 

最高速度 最高速度エラー 1010 各軸パラメータの最高速度が範囲外（1～500kpps以
外）です。 

加速時間データエラー 1310 各軸パラメータの原点サーチ加速時間が範囲外（0～
250s以外）です。 

加速時間データエラー 1311 
～ 

1319 

加速時間データの No.1～9が範囲外（0～250s以外）
です。エラーコードの下位 1桁はエラーとなった加速
時間データ No.を示します。 

減速時間データエラー 1320 各軸パラメータの原点サーチ減速時間が範囲外（0～
250s以外）です。 

減速時間データエラー 1321 
～ 

1329 

減速時間データの No.1～9が範囲外（0～250s以外）
です。エラーコードの下位 1桁はエラーとなった減速
時間データ No.を示します。 

加減速カーブエラー 1330 各軸パラメータの加減速カーブの設定が 0、1以外で
す。 

加減速データ 

位置決め監視時間 
エラー 

1332 各軸パラメータの位置決め監視時間が範囲外（0～
9,999ms以外）です。 

速度データ 速度データエラー 1500 
～ 

1599 

速度データの No.0～99の速度指令が範囲外（1pps～
1,000kpps以外）です。 
エラーコードの下位 2桁はエラーとなった速度データ 
No.00～99を示しています。 

原点補正値エラー 1600 各軸パラメータの原点補正値が範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）です。 

原点サーチ高速速度エ
ラー 

1601 各軸パラメータの原点サーチ高速速度が各軸パラメー
タの最高速度を超えています。 

原点サーチ近傍速度エ
ラー 

1602 各軸パラメータの原点サーチ近傍速度が各軸パラメー
タの最高速度を超えています。 

原点サーチ速度矛盾 1603 各軸パラメータの原点サーチ速度が原点サーチ高速速
度≦原点サーチ近傍速度となっています。 

動作モード選択エラー 1604 各軸パラメータの動作モード選択が範囲外（0～3以
外）です。 

原点サーチ動作エラー 1605 各軸パラメータの原点サーチ動作が範囲外（0～2以
外）です。 

原点サーチ方向エラー 1606 各軸パラメータの原点サーチ方向が範囲外（0～1以
外）です。 

原点サーチ 

原点検出方法エラー 1607 各軸パラメータの原点サーチ動作で「一方向モード以
外」を選択しているにもかかわらず、原点検出方法で
0～2以外を設定しています。 

バックラッシ
ュ補正 

バックラッシュ補正値
エラー 

1700 各軸パラメータのバックラッシュ補正値が範囲外（0
～9,999パルス以外）です。 

CW限界値エラー 1800 各軸パラメータで CW側ソフトリミットが範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）です。 

ソフトリミッ
ト 

CCW限界値エラー 1801 各軸パラメータでCCW側ソフトリミットが範囲外（－
1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）です。 

転送したデー
タを確認し、誤
ったデータを
修正したあ
と、再度データ
を転送してく
ださい。 

本エラーが発生
すると、転送時に
指定したすべて
のデータ（エラー
があるデータを
含む）を破棄しま
す。また、動作中
の軸は、すべて減
速停止します。
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分類 項目名 エラー 

コード 
原因 解除方法 エラー発生時の動

作 
ゾーン 0 CWエラー 1900 ゾーン 0データの CW側が範囲外 

（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。 

ゾーン 0 CCWエラー 1901 ゾーン 0データの CCW側が範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。 

ゾーン 1 CWエラー 1910 ゾーン 1データの CW側が範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。 

ゾーン 1 CCWエラー 1911 ゾーン 1データの CCW側が範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。 

ゾーン 2 CWエラー 1920 ゾーン 2データの CW側が範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。 

ゾーン 

ゾーン 2 CCWエラー 1921 ゾーン 2データの CCW側が範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。 

位置データ 目標位置エラー 2000 
～ 

2099 

位置データが範囲外（－1,073,741,823～
1,073,741,823パルス以外）です。エラーコードの
下位 2桁はエラーとなった位置データ No.00～99
を示します。 

シーケンス
データ 

シーケンスデータエラー 3000 
～ 

3099 

シーケンスデータに以下のエラーがあります。 
・終了パターンが 0～6以外です。 
・起動速度 No.が 00～99以外です。 
・加速時間 No.が 0～9以外です。 
・減速時間 No.が 0～9以外です。 
・目標速度 No.が 00～99以外です。 
・ドウェルタイマ No.が 00～19以外です。 
軸指定で、次のエラーがあります。 
・1軸ユニットで、Y、Z、U軸を指定している。
・2軸ユニットで、Z、U軸を指定している。 
・割込定寸送り、速度制御にもかかわらず、複数
の軸を指定している。または、軸指定がすべて 0
である。 

エラーコードの下位 2桁はエラーとなったシーケ
ンスデータ No.00～99を示します。 

ドウェルタ
イマデータ 

ドウェルタイマエラー 4001 
～ 

4019 

ドウェルタイマデータが範囲（0～9．99s）以外で
す。エラーコードの下位 2桁はエラーとなったド
ウェルタイマデータ No.00～19を示します。 

転送したデータを
確認し、誤ったデ
ータを修正したあ
と、再度データを
転送してくださ
い。 

本エラーが発生す
ると、転送時に指
定したすべてのデ
ータ（エラーがあ
るデータを含む）
を破棄します。ま
た、動作中の軸
は、すべて減速停
止します。 
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●起動開始時および起動中のエラーチェック 
分類 項目名 エラー 

コード 
原  因 解除方法 エラー発生時の動作 

CW限界値 5030 ・次の指令を受け付けた時、指定された位
置データで位置決めを実行すると、CW側
ソフトリミットを超えるため、起動でき
ません。 
・絶対移動指令、相対移動指令、現在位
置プリセット 

・メモリ運転の位置決め指令（絶対、相
対指定） 

・メモリ運転の速度制御、または割込定寸
送り中に、ソフトリミットを超えました。

ソフトリミ
ット 

CCW限界値 5031 ・次の指令を受け付けた時、指定された位
置データで位置決めを実行すると、CCW
側ソフトリミットを超えるため、起動で
きません。 
・絶対移動指令、相対移動指令、現在位
置プリセット 

・メモリ運転の位置決め指令（絶対、相
対指定） 

・メモリ運転の速度制御、または割込定寸
送り中に、ソフトリミットを超えました。

位置データを調べて修
正し、パルス出力禁止解
除を行った後、起動し直
してください。 

原点 現在位置不明 5040 原点未確定状態で以下の指令を実行しよう
としました。 
・アブソリュート指定のメモリ運転 
・絶対移動指令の直接運転 
・ティーチング 
・原点復帰 

原点サーチ、または現在
位置プリセットを実行
して、原点を確定したあ
と、指令を再実行してく
ださい。 

CW限界に停止
中 

5060 CW限界入力中に、CW限界方向への起動指
令を実行しました。 

CCW方向へ移動させて
ください。 

限界停止 

CCW限界に停
止中 

5061 CCW限界入力中に、CCW限界方向への起
動指令を実行しました。 

CW方向へ移動させて
ください。 

・今回の起動指令は、実行さ
れません。 

・速度制御、割込定寸送りを
実行中の軸で、ソフトリミ
ットをオーバーしたした軸
は、減速停止します。 

・他の動作中の軸に影響はあ
りません。 

マニュアル CW
限界値 

5070 JOG動作中に CW側ソフトリミットをオー
バしました。 

パルス出力禁止解除を
行ったあと、CCW方向
へ移動させてください。 

ソフトリミ
ット
（JOG） 

マニュアル
CCW限界値 

5071 JOG動作中に CCW側ソフトリミットをオ
ーバしました。 

パルス出力禁止解除を
行ったあと、CW方向へ
移動させてください。 

・ソフトリミットをオーバー
した軸は減速停止します。

・他の動作中の軸に影響はあ
りません。 

即停止入力信号 6000 即停止入力信号の入力により、停止しまし
た。 

即停止入力信号を解除
し、パルス出力禁止解除
を行ったあと、起動して
ください。 

CW限界停止 6100 CW限界信号の入力により、停止しました。パルス出力禁止解除を
行ったあと、CCW方向
へ移動させてください。 

センサ入力 

CCW限界停止 6101 CCW限界信号の入力により、停止しまし
た。 

パルス出力禁止解除を
行ったあと、CW方向へ
移動させてください。 

・信号が入力された軸は、直
ちに、パルス出力を停止し
ます。 

・他の動作中の軸に影響はあ
りません。 
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分類 項目名 エラー

コード
原  因 解除方法 エラー発生時の動作 

原点近傍入力
信号なし 

6200 「原点近傍入力信号あり」の設定にな
っていますが、原点サーチ中に原点近
傍入力信号の入力がありませんでし
た。 

原点近傍入力信号の配線、各軸パラ
メータの入出力設定で、原点近傍入
力信号種別（N.C./N.O.）を確認し
たあと、再度原点サーチを実行して
ください。信号種別を変更した場
合、電源を入れ直すか、リスタート
してください。 

原点入力信号
なし 

6201 原点サーチ中に原点入力信号の入力が
ありませんでした。 

原点入力信号の配線、各軸パラメー
タの入出力設定で、原点入力信号種
別（N.C./N.O.）を確認したあと、
再度原点サーチを実行してくださ
い。信号種別を変更した場合、電源
を入れ直すか、リスタートしてくだ
さい。 

他の動作中の軸に影響は
ありません。 

原点入力信号
異常 

6202 モード 0で、原点サーチ中、原点近傍
入力信号の入力後の減速中に原点入力
信号の入力がありました。 

以下の対策を行い、減速が完了した
あとに、原点入力信号が入るよう
に、調整してください。 
・原点近傍入力信号用センサか
ら原点入力信号用センサまで
の距離を広げる。 

・原点サーチの高速速度や近傍
速度を下げる。 

・原点入力信号が入力さ
れた軸は、減速停止し
ます。 

・他の動作中の軸に影響
はありません。 

両方向限界入
力信号入力中 

6203 両側の限界入力信号が入力中のため、
原点サーチを実行できません。 

両側の限界入力信号の配線、各軸パ
ラメータの入出力設定で、限界入力
信号種別（N.C./N.O.）を確認した
あと、再度原点サーチを実行してく
ださい。信号種別を変更した場合、
電源を入れ直すか、リスタートして
ください。 

・今回の起動指令は実行
されません。 

・他の動作中の軸に影響
はありません。 

原点近傍入力
信号・限界入
力信号同時入
力中 

6204 原点サーチ時、原点近傍入力信号と原
点サーチ方向の限界入力信号が同時に
入力されました。 

原点近傍入力信号と限界入力信号
の配線、各軸パラメータの入出力設
定で、原点近傍入力信号と限界入力
信号の信号種別（N.C./N.O.）を確
認したあと、再度原点サーチを実行
してください。信号種別を変更した
場合、電源を入れ直すか、リスター
トをしてください。 

・信号が入力された軸
は、直ちにパルス出力
を停止します。 

・他の動作中の軸に影響
はありません。 

限界入力信号
すでに入力中 

6205 ・一方向への原点サーチ時、すでに原
点サーチ方向の限界入力信号が入力
されています。 

・近傍なしの原点サーチ時、原点入力
信号 ONで、原点サーチを開始し、
サーチ方向と逆の限界入力信号と原
点入力信号が同時に ONしました。

限界入力信号の配線、各軸パラメー
タの入出力設定で、限界入力信号種
別（N.C./N.O.）を確認したあと、
再度原点サーチを実行してくださ
い。信号種別を変更した場合、電源
を入れ直すか、リスタートしてくだ
さい。 

・今回の起動指令は、実
行されません。 

・限界入力信号が入力さ
れた軸は、直ちにパル
出力を停止します。 

・他の動作中の軸に影響
はありません。 

原点サーチ 

原点近傍入力
信号・原点反
転エラー 

6206 ・限界反転の原点サーチで、原点近傍
入力信号の入力での反転中に、原点
サーチ方向の限界入力信号が入力さ
れました。 

・限界反転の原点サーチで、原点近傍
入力信号を使用しない時、原点入力
信号の入力での反転中に、原点サー
チ方向の限界入力信号が入力されま
した。 

原点近傍入力信号、原点入力信号と
限界入力信号の取り付け位置、各軸
パラメータの入出力設定で各信号
の信号種別（N.C./N.O.）を確認し
たあと、再度原点サーチを実行して
ください。信号種別を変更した場
合、電源を入れ直すか、リスタート
してください。 

・限界入力信号が入力さ
れた軸は、直ちに、パ
ル出力を停止します。

・他の動作中の軸に影響
はありません。 

 原点サーチ 
位置エラー 

6207 位置データが範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823）で
す。 

転送したデータを確認し、誤ったデ
ータを修正したあと、再度データを
転送してください。 

・今回の起動指令は実行
されません。 

・他の動作中の軸に影響
はありません。 
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分類 項目名 エラー 

コード 
原  因 解除方法 エラー発生時の動作

絶対移動位置エ
ラー 

7000 絶対移動指令で設定した位置指令が範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以
外）です。 

絶対移動速度エ
ラー 

7001 絶対移動指令で設定した速度指令が 0、または
各軸パラメータの最高速度を超えています。

絶対移動加速時
間エラー 

7002 絶対移動指令で設定した加速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。 

絶対移動指令 

絶対移動減速時
間エラー 

7003 絶対移動指令で設定した減速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。 

相対移動位置エ
ラー 

7100 相対移動指令で設定した位置指令が範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以
外）です。 

相対移動速度エ
ラー 

7101 相対移動指令で設定した速度指令が 0、または
各軸パラメータの最高速度を超えています。

相対移動加速時
間エラー 

7102 相対移動指令で設定した加速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。 

相対移動指令 

相対移動減速時
間エラー 

7103 相対移動指令で設定した減速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。 

割込定寸送り位
置エラー 

7200 割込定寸送りで設定した位置指令が範囲外 
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以
外）です。 

割込定寸送り速
度エラー 

7201 割込定寸送りで設定した速度指令が 0、または
各軸パラメータの最高速度を超えています。

割込定寸送り加
速時間エラー 

7202 割込定寸送りで設定した加速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。 

割込定寸送り 

割込定寸送り減
速時間エラー 

7203 割込定寸送りで設定した減速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。 

原点復帰エラー 7300 原点復帰で設定した速度指令が 0、または各軸
パラメータの最高速度を超えています。 

原点復帰加速時
間エラー 

7301 原点復帰で設定した加速時間が範囲外（0～250
（s）以外）です。 

原点復帰 

原点復帰減速時
間エラー 

7302 原点復帰で設定した減速時間が範囲外（0～250
（s）以外）です。 

現在位置プリ
セット 

現在位置プリセ
ットエラー 

7400 現在位置プリセットで設定した位置指令が範
囲外（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス
以外）です。 

JOG速度エラー 7500 JOGで設定した速度指令が 0、または各軸パラ
メータの最高速度を超えています。 

JOG加速時間エ
ラー 

7501 JOGで設定した加速時間が範囲外（0～250（s）
以外）です。 

JOG 

JOG減速時間エ
ラー 

7502 JOGで設定した減速時間が範囲外（0～250（s）
以外）です。 

範囲内のデータに修正し
たあと、再度指令を実行
してください。 

・今回の起動指令
は、実行されませ
ん。 

・他の動作中の軸に
影響はありませ
ん。 
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分類 項目名 エラー 

コード 
原  因 解除方法 エラー発生時の動作 

同じ軸に対して、以下に示す指令を複
数実行しようとしました。 
起動、単独起動、原点サーチ、原点
復帰、現在位置プリセット、JOG、
ティーチング、パルス出力禁止解
除、絶対移動指令、相対移動指令、
割込定寸送り 

同じ軸に対して、複数の指令が同時に
ONしないようにラダープログラム
を修正したあと、再度指令を実行して
ください。 

ビジー中の軸に対して、以下に示す指
令を実行しようとしました。 
原点サーチ、原点復帰、現在位置プ
リセット、JOG、ティーチング、パ
ルス出力禁止解除、絶対移動指令、
相対移動指令、割込定寸送り 

ビジー中の軸に対して、指令が ONし
ないようにラダープログラムを修正
したあと、再度指令を実行してくださ
い。 

軸を問わず、以下の指令中にデータ保
存を実行しようとしました。 
起動、単独起動、原点サーチ、原点
復帰、現在位置プリセット、JOG、
ティーチング、パルス出力禁止解
除、絶対移動指令、相対移動指令、
割込定寸送り 

データ保存を実行する場合は、すべて
の軸がビジーでない時に実行するよ
うにラダープログラムを修正したあ
と、再度データ保存を実行してくださ
い。 

以下に示す指令を複数実行しようとし
ました。 
データ書き込み、データ読み出し、
データ保存 

データ転送（書き込み、読み出し）、
データ保存の指令が同時に ONしな
いようにラダープログラムを修正し
たあと、再度データ転送、またはデー
タ保存を実行してください。 

メモリ運転を起動した軸以外の軸か
ら、起動、または単独起動を実行しよ
うとしましたが、すでにその軸がメモ
リ運転中（ビジー中）でした。 

ビジー中の軸に対して、指令が ONし
ないようにラダープログラムを修正
したあと、再度指令を実行してくださ
い。 

多重起動 多重起動 8000 

データ転送中リレーが ONの時に、次
の指令を実行しようとしました。 
データ書き込み、データ読み出し、
データ保存 

データ転送中リレーが ON中に、デー
タ転送（書き込み、読み出し）、デー
タ保存の指令が ONしないようにラ
ダープログラムを修正したあと、再度
データ転送、またはデータ保存を実行
してください。 

・今回の起動指令は、実行
されません。 

・指令を受ける前の指令
が、起動、単独起動、原
点サーチ、原点復帰、
JOG、絶対移動指令、相
対移動指令、割込定寸送
りの場合は、エラーが発
生した軸は、減速停止し
ます。 

・補間動作の場合は、補間
軸すべてが減速停止しま
す。 

・データ転送（書き込み、
読み出し）、データ保存
でエラーが発生した場
合、全軸減速停止します。

・上記以外の動作中の軸に
影響はありません。 

メモリ運転の指令があり、「シーケン
ス No.有効」は、「1」に設定されてい
ますが、指定したシーケンス No.が範
囲外（00～99以外）です。 

シーケンス No.を確認・修正したあ
と、再度指令を実行してください。 

電源 ON、リスタート、原点サーチ、
原点復帰、現在位置プリセット後のメ
モリ運転の指令時、「シーケンス No.
有効」が「0」に設定されているか、強
制介入リレーを ONとしました。 

・「シーケンス No.有効」を「1」に
設定したあと、再度指令を実行して
ください。 

・強制介入リレーを ONするタイミ
ングを変更してください。 

指定したシーケンス No.のシーケンス
データの軸指定がすべて 0です。 

シーケンスデータを修正したあと、再
度指令を実行してください。 

シーケンス
No.エラー 

8101 

メモリ運転でバンク終了した後、強制
介入リレーを ONとしました。 

強制介入リレーを ONするタイミン
グを変更してください。 

・今回の起動指令は、実行
されません。 

・他の動作中の軸に影響は
ありません。 

メモリ運
転 

速度エラー 8104 メモリ運転で位置決め実行時、シーケ
ンスデータで指定した速度データ No.
の速度データが「0」に設定されていま
した。 

速度データとシーケンスデータを確
認し、速度指令を「0」以外に修正し
たあと、再度実行してください。 

・位置決め動作中に検出し
た場合は、減速停止しま
す。 

・他の動作中の軸に影響は
ありません。 
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分類 項目名 エラー 

コード 
原  因 解除方法 エラー発生時の動作 

ティーチング位
置 No.エラー 

8200 ティーチング指令がありましたが、ティ
ーチング位置 No.が 00～99以外でした。

ティーチング No.を修正したあ
と、再度実行してください。 

ティーチ
ング 

ティーチング範
囲オーバー 

8201 現在位置が－1,073,741,823～
1,073,741,823パルスをオーバーしてい
るため、ティーチングできません。 

左記の範囲まで、JOG等で軸を
動かした後、再度実行してくだ
さい。 

書き込み転送チ
ャネル数エラー 

8310 ・書き込みチャネル数が 0、または書き
込みデータ数を超えています。 
・原点サーチ高速速度と原点サーチ近傍
速度の 2つのパラメータを同時に転送
していません。 

書き込み転送元
チャネルエラー 

8311 書き込み元のチャネルが範囲外です。 
書き込み元エリアが範囲外です。 

書き込み転送先
アドレスエラー 

8312 書き込み先のアドレスが範囲外です。 

読み出し転送チ
ャネル数エラー 

8320 読み出しチャネル数が 0、または読み出
しデータ数を超えています。 

読み出し転送元
アドレスエラー 

8321 読み出し元のアドレスが範囲外です。 

データ転
送 

読み出し転送先
チャネルエラー 

8322 読み出し先のチャネルが範囲外です。 
読み出し先エリアが範囲外です。 

各データを修正したあと、再度
実行してください。 

・今回の起動指令は、実行
されません。 
・他の動作中の軸に影響
はありません。 

偏差カウ
ンタリセ
ット／原
点合わせ
指令出力 

偏差カウンタリ
セットエラー／
原点合わせ指令
出力エラー 

8400 偏差カウンタリセット/原点合わせ指令
出力が使用できない状況で出力しようと
しました。 

使用できる状況かどうかを確認
し、必要により、ラダープログ
ラムを修正したあと、再度実行
してください。 

・指令した軸は、減速停止
します。 
・他の動作中の軸に影響
はありません。 

オーバー
ライド 

オーバーライド
エラー 

8500 オーバーライドが範囲外（1～999%以
外）です。 

データを修正したあと、再度実
行してください。 

・指令した軸は、減速停止
します。 
・他の動作中の軸に影響
はありません。 

位置決めタイム
オーバ 

8600 各軸パラメータで指定した時間内にサー
ボドライバの位置決め完了信号が ONし
ませんでした。 

位置決め監視時間の調整、サー
ボ系のゲイン調整、位置決め完
了信号の配線確認・修正を行っ
たあと、再度実行してくださ
い。 

・指令した軸は、減速停止
します。 
・他の動作中の軸に影響
はありません。 

位置決め 

オーバーフロー 8601 移動距離が長すぎて動かせません（移動
距離が 2,147,483,646パルスを超えまし
た。または直線補間の移動距離が
2,147,483,520パルスを超えました。）。

一度に動かす移動距離を短く
（位置データを修正）して、再
度実行願います。 

・指令した軸は、減速停止
します。 
・他の動作中の軸に影響
はありません。 

IORD書式 
エラー 

8700 IORD命令を実行したとき、以下のエラ
ーが発生しました。 
・NCユニットのアドレスが範囲外 

インテリ
ジェント
R/W 

IOWR書式 
エラー 

8701 IOWR命令を実行したとき、以下のエラ
ーが発生しました。 
・NCユニットのアドレスが範囲外 
・原点サーチ高速速度と原点サーチ近傍
速度の 2つのパラメータを同時に転送
していません。 

データを修正したあと、再度実
行してください。 

・今回のデータ転送は、実
行されません。 
・他の動作中の軸に影響
はありません。 

フラッシ
ュメモリ 

フラッシュメモ
リ異常 

9300 フラッシュメモリへデータを保存しよう
としましたが、フラッシュメモリの不具
合、または寿命のため保存できませんで
した。 

再度データ保存を実行してくだ
さい。 
正常に書き込めた場合、このエ
ラーは解除されます。 
再度実行しても、このエラーが
発生する場合は、ユニットを交
換してください。 
なお、データ保存は、最大 30
秒程度かかる場合があります。 

・今回の指令は、実行され
ません。 
・全軸、減速停止します。
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CX-Positionを操作中に「通信エラーが発生しました」、または「通信異常が発生しま
した」というエラーメッセージが表示されたときの原因、処置について以下に示します。 

「通信エラーが発生しました」
または「通信異常が発生しました」
というエラーメッセージが出る

モニタはできますか？
はい

いいえ

いいえ

はい
いいえ

はい

はい

はい

パソコンとPLCとのケーブル
は接続されていますか？

書き込んだデータに間違いが
ないかを確認してください。

ラダーからNCユニットへデータ書込み
をしていないかを確認してください。

・ケーブルが抜けていないか、断線はないかを確認して�
　ください。
・ケーブルを接続したパソコン側COMポートと、�
　CX-Serverの通信設定を確認してください。

いいえ接続先のPLCの電源は
ONになっていますか？ PLCの電源をONにしてください。

いいえNCユニット装着後、I/O
テーブルを作成しましたか？

CX-Programmer、またはプロコンから「I/Oテーブル�
作成」操作を実行してください。

ラダーからNCユニットへ
データ書込みをしていますか？

CX-Serverを使用した
周辺ツール（CX-Programmer）

などで通信中ですか？

はい

いいえ

CX-Serverを使用したすべての周辺ツールについて、
PLC機種（CPU形式を含む）、ネットワーク種別の設定
が一致しているかどうか確認してください。

PLC接続設定を再度確認してください。
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